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■「かも防災・行政ナビ」専用タブレット
■避難訓練振り返り研修会
■ニューストピックス
■お知らせ
■地域おこし協力隊だより③
■ひろばつうしん
■加茂の風土記
■暮らしのカレンダー

②
③
④
⑤⑪
⑩
⑬
⑭
⑮

加茂市で３人目の地域おこし協力隊

前職のスキルを活かして、加茂をい
っぺことＰＲしています！

阿部駿さん
あ　 べ はやお

（関連記事は本誌 10ページ）

写真：ふるさと回帰フェア2023
（場所：東京国際フォーラム）
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N E W S  T O P I C S
須田地区の農業の未来を考える座談会＋（プラス） （1/25）
　1月25日（木）午後7時から、産業センターで「須田地区
の農業の未来を考える座談会＋（プラス）」を開催しまし
た。 これは、須田地区における農業の将来の在り方を考えて
農地利用計画を立てる地域計画策定の協議の場になります。 
今回は特別講演をプラスした座談会でした。
(一社)禄陽の日高代表理事から「多様な農業人材の活用方
法」というテーマで、農繁期の短期人材募集の手法などをご
紹介いただきました。

少年消防クラブ修了入団式(３/２)
　2日（土）午前10時から、田上町交流センター
で加茂市田上町少年消防クラブの修了入団式が開
催されました。
　今回の修了入団式では、第47期クラブ員21人が
修了し、第49期クラブ員15人が入団しました。
　少年少女消防クラブでは団員を募集していま
す。防火教室、施設見学、防災訓練等、さまざま
な活動を通して、防災について体験して学ぶこと
ができます。入団希望やお問い合わせは加茂地域
消防署まで。
電　話　0256-52-1770　
メール　syobo@city.kamo.niigata.jp

【有料広告】

「避難訓練振り返り研修会」「避難訓練振り返り研修会」を開催しました

　2月4日(日)、加茂市産業センター・ホール
にて、「避難訓練振り返り研修会」を開催
し、自治会の区長・役員や一般参加者、合わ
せて６３名が参加しました。
　研修会では、昨年9月に行われた市の総合防
災訓練の中で行われた地域の避難訓練を振り
返り、実際に訓練を行った自主防災組織の代
表者をパネリストとしたパネルディスカッ
ションを行いました。パネリストからは、
「一人の避難行動要支援者の避難を支援する

には、思っていたより多くの支援者が必要だということがわかった。」「最初、車いすは右側通
行なのか左側通行なのか迷ってしまった。」「予想以上に参加者が多く嬉しかった。」「まずは
基本的なことをやってみよう。その後、みんなで話し合おうという考えで進めた。」「地域の災
害リスクを考えて、自分たちの地域に合った訓練を行った。」「多くの人が参加し、顔の見える
関係ができた。災害時の助け合える関係づくりのためにも有意義だった。」など、実際に訓練を
行いあらためて気づいたことなど、貴重な発言が多くありました。
　市では、令和6年度も総合防災訓練の中で地域の避難訓練を予定しています。市内のどの地域
も、災害の種類や程度の違いはありますが、なんらかの災害リスクを抱えています。最初から
100点満点を目指す必要はありません。まずは、多くの人が参加し、基本的なことをやってみる
ことが大切です。そして訓練の後、今後の改善点についてみんなで話し合い、日頃の備えに繋げ
ていきましょう。市もできる限りのサポートをします。地域の避難訓練を一緒に行いましょう！
参加しましょう！

避難訓練参加者アンケート結果
避難訓練参加者３５５名、回答者２３５名（回答率６６％）

問 総務課防災係　☎内線 321
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申し込み　☎0256-52-0080（内線 321）総務課 防災係

もしものときに備えて

ご自宅に置きましょう！
「かも防災・行政ナビ」専用タブレットを

緊急地震速報も受信できます

　1 月 1 日夕方、石川県能登地方を震源とする大きな地震が発生しました。このよう
な大きな地震が発生したとき、加茂市内の避難所や給水所などの緊急情報は、市ホー
ムページや「かも防災・行政ナビ」アプリ、メールや LINE などの SNS で入手するこ
とになります。
　携帯電話やスマートフォンを持っていない人は、こうした情報を入手することがで
きませんが、このタブレットが自宅にあれば、何も操作しなくても音声と文字で緊急
情報を確認することができます。

○難しい操作は必要ありません。

○電源に差して置いておくだけで防災ラジオ
　のように、避難情報や市からの情報を音声
　で聞くことができます。

○広報紙を大きな文字で読むことができます。

通信料は無料です。　市が負担します。
※使用する際の電気料金（月数円程度）は利用者の負担となります。

①スマートフォンを「持っていない」６０歳以上のみ の世帯
　※スマートフォンを持っていても電話機能しか使えない人もお申し込みできます。
②加茂市避難行動要支援者名簿に登録されている人のうち、スマートフォンを「持ってい
　ない」20歳以上の人
　※ただし、同居するご家族がスマートフォンを持っている人は対象外です。
③視覚または聴覚に障がいをお持ちの人
④スマートフォンを「持っていない」６０歳以上の人または要介護認定を受けている人が、
　日中に一人で在宅となり、緊急時家族の人が自宅に連絡することが困難な世帯

対象年齢を引き下げました！

「かも防災・行政ナビ」専用タブレットをお申し込みできる方

希望される方は、総務課防災係までご連絡ください
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■
ゆ
き
つ
ば
き
来
福
茶
席

　
禰
宜
が
青
海
神
社
を
特
別
案
内
し
ま

す
。
拝
殿
で
の
お
祓
い
と
、
史
跡
鶯
張

り
廊
下
を
体
験
後
、
貴
賓
室
に
て
お
菓

子
と
お
抹
茶
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
４
月
７
日
（
日
）

▼
午
前
の
部
　
第
１
席
午
前
９
時
30

分
、
第
２
席
10
時
20
分
、
第
３
席
11
時

10
分
▼
午
後
の
部
　
第
４
席
午
後
０
時

30
分
、
第
５
席
１
時
20
分
、
第
６
席
２

時
10
分

会
　
場
　
青
海
神
社
拝
殿
（
特
別
参

拝
）・
貴
賓
室
（
茶
席
）

茶
　
券
　
千
円
（
事
前
販
売
）※
時
間

指
定

販
売
店
　
有
本
治
平
呉
服
店
（
３
月
27

日
ま
で
は
日
本
料
理
き
ふ
ね
、
市
役
所

商
工
観
光
課
で
も
販
売
）

問
い
合
わ
せ
　
有
本
治
平
呉
服
店
（
☎

52

－

１
２
７
６
）

■
加
茂
寄
席
×
雪
椿
ま
つ
り

　
落
語
の
寄
席
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
音
楽

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
　
時
　
４
月
７
日
（
日
）
午
後
２
時

〜
８
時

会
　
場
　
清
雲
亭
山
重
山
の
蔵

定
　
員

100
人

チ
ケ
ッ
ト
　
前
売
り
３
千
円
、
当
日
３

千
500
円

ホームページ

　
今
年
は
「
加
茂
市
の
も
つ
資
源
を
活

か
し
市
民
一
体
と
な
っ
て
郷
土
愛
を
育

む
祭
り
」
を
目
的
と
し
て
、
４
月
６
日

（
土
）
〜
５
月
５
日
（
日
・
祝
）
に
開

催
し
ま
す
。
詳
細
は
、
第
58
回
雪
椿
ま

つ
り
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

第
58
回
雪
椿
ま
つ
り

第
58
回
雪
椿
ま
つ
り

　
な
お
、４
月
６
日
（
土
）、７
日
（
日
）

は
加
茂
山
公
園
駐
車
場
が
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
せ
ん
。
公
共
交
通
機
関
も
し
く

は
公
共
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
７
日
（
日
）
は
、
市
役
所
・
J
R

加
茂
駅
・
加
茂
山
公
園
を
繋
ぐ
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
概
ね
20
分
程
度
の
間

隔
で
運
行
し
ま
す
。

【
第
１
便
】
午
前
９
時
市
役
所
発
【
最

終
便
】
午
後
９
時
加
茂
山
公
園
発

雪椿まつり期間中（4月6日（土）～５月5日（日・祝））
のイベント

開催日 イベント名 会場

献花祭 青海神社
オープニングセレモニー（灯
し山点灯式）

加茂山公園池の端

4/6(土)、7(日)、
13(土)、14(日)

灯し山（ライトアップ） 青海神社
加茂山公園池の端

4/6(土)、7(日) ゆきつばきマルシェ 加茂山公園駐車場

雪椿杯バレーボール大会 勤労者体育センター

ゆきつばき来福茶席 青海神社拝殿・貴賓室

加茂寄席×雪椿まつり 山重 山の蔵
4/7(日)

～5/5(日・祝)
雪椿まつり展示会　思い出の
パネル展

メリア3階(KAMO
MACHINAKA BASE)

4/14(日) 春山ハイキング 加茂山ハイキングコー
ス、山重 山の蔵 ほか

4/27(土) カモレンジャーショー 加茂小学校

4/27(土)
～5/5(日・祝)

小京都戦隊カモレンジャーの
加茂山ジャングル冒険 加茂山

4/6(土)

4/7(日)

※
い
ず
れ
も
当
日
支
払

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観

光
課
（
☎
内
線
131
）

■
春
山
ハ
イ
キ
ン
グ
（
要
事
前
申
込
）

　
ガ
イ
ド
付
き
ハ
イ
キ
ン
グ
、
老
舗
料

亭
で
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
、
加
茂
川
の
鯉

の
ぼ
り
が
楽
し
め
ま
す
。
か
も
健
康
ポ

イ
ン
ト
事
業
参
加
者
に
は
20
ポ
イ
ン
ト

が
付
与
さ
れ
ま
す
。

日
　
時
　
4
月
14
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
正
午
（
受
付
午
前
８
時
30
分
〜
）

受
　
付
　
青
海
神
社
入
口
の
鳥
居
周
辺

参
加
費

千
500
円
（
受
付
時
支
払
）

定
　
員

30
人

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観

光
課
（
☎
内
線
131
）

予約フォーム申し込みフォーム

鯉のぼりを集めています
　今年も 4 月上旬から 5 月上旬まで、約
500匹の鯉のぼりが葵橋周辺を泳ぎます。「加
茂川に鯉のぼりを泳がせる会」で
は、使わなくなった鯉のぼりを集め
ています。ご自宅に眠っている鯉の
ぼりがありましたら、ぜひ、ご寄贈
ください。
問い合わせ　商工観光課（☎内線
131）

　
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
家
庭
に
対
し
て
学

用
品
費
等
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

援
助
対
象
　
学
用
品
費
、
修
学
旅
行

費
、
給
食
費
、
医
療
費
（
た
だ
し
指
定

さ
れ
て
い
る
疾
病
の
み
）
な
ど
。

手
続
き
　
制
度
の
案
内
が
小
中
学
校
の

小
・
中
学
校
の
就
学
援
助
制
度

二
十
歳
を
祝
う
会

５
月
３
日
に
開
催

市
で
は
二
十
歳
に
な
る
皆
さ
ん
を

祝
い
「
二
十
歳
を
祝
う
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
ご
家
族
の
方
も
入
場
可
能

で
す
。

　
二
十
歳
に
達
し
た
人
（
平
成
15
年
４

月
２
日
〜
平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）
を
対
象
に
４
月
上
旬
に
案
内
状
を

送
り
ま
す
。

日
　
時
　
５
月
３
日
（
金
・
祝
）
午
後

１
時
30
分
か
ら
式
典
開
始

※

受
付
は
午
後
０
時
30
分
か
ら

会
　
場
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
　
公
民
館
（
☎
52

－

１
９

５
３
）

児
童
生
徒
の
い
る
家
庭
に
各
学
校
か
ら

届
き
ま
す
。
援
助
を
受
け
よ
う
と
す
る

人
は
、
手
続
き
に
必
要
な
書
類
が
学
校

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
４
月
12

日
（
金
）
ま
で
に
学
校
へ
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
年
度
途
中
で
も
随
時

受
け
付
け
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は

継
続
の
人
で
既
に
手
続
き
が
終
わ
っ
て

い
る
場
合
は
手
続
き
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
（
☎
内
線

451
）

【Cul*Kamo　アート＆マルシェ】
【問い合わせ】 ☎53－0842

　ハンドメイドの作品販売、体験
ワークショップ、地元野菜の販売、
キッチンカー出店、福島はるお絵
本ライブやバックヤードツアー、当
日限定のストリートピアノなど盛りだくさん。
日　時　3月20日（水・祝）10：00～16：00
会　場　文化会館
料　金　入場無料 

【早春に響く心揺さぶる室内楽】
　新潟県を拠点に置く「新潟シン
フォニエッタTOKIのメンバーと仲間
たち」による演奏会を開催しま
す。チケット好評発売中です。
日　時　3月24日（日）13：30開場/14：00開演
会　場　大ホール
料　金（全席指定・税込）　一般　2,500円、
学生券（中学生以上）1,500円、小学生無料
（チケット必要）、グループ　1人2,000円
（10人以上）

【八神純子 Live　キミの街へ　～ for all living
 things ～】
　チケット好評発売中！
日　時　6月9日（日）15：30開場/16：00開演
会　場　大ホール
料　金（全席指定・税込）　6,500円　※未就
学児入場不可

　農業従事者の高齢化や担い手不足が心配される中、
10年後に誰がどのように農地を使って農業を進めてい
くのか、各地区で農業関係者が集まり、みんなで考える
座談会です。 今回は須田地区のご案内です。
　該当地区で耕作している農業者、耕作したい農業者が
対象です。

地区 期  日 時  間

須田 3/27（水） 19：00～
20：30

産業センター
ホール 地域計画策定に係る協議（第３回）
会  場 内  容

問い合わせ　農林課農政係（☎内線412）

農業の未来を考える座談会
地域計画策定に係る協議の場

農業の未来を考える座談会
地域計画策定に係る協議の場

二
十
歳
を
祝
う
会
、
農
業
の
未
来
を
考
え
る
座
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ
ほ
か
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N E W S  T O P I C S
須田地区の農業の未来を考える座談会＋（プラス） （1/25）
　1月25日（木）午後7時から、産業センターで「須田地区
の農業の未来を考える座談会＋（プラス）」を開催しまし
た。 これは、須田地区における農業の将来の在り方を考えて
農地利用計画を立てる地域計画策定の協議の場になります。 
今回は特別講演をプラスした座談会でした。
(一社)禄陽の日高代表理事から「多様な農業人材の活用方
法」というテーマで、農繁期の短期人材募集の手法などをご
紹介いただきました。

少年消防クラブ修了入団式(３/２)
　2日（土）午前10時から、田上町交流センター
で加茂市田上町少年消防クラブの修了入団式が開
催されました。
　今回の修了入団式では、第47期クラブ員21人が
修了し、第49期クラブ員15人が入団しました。
　少年少女消防クラブでは団員を募集していま
す。防火教室、施設見学、防災訓練等、さまざま
な活動を通して、防災について体験して学ぶこと
ができます。入団希望やお問い合わせは加茂地域
消防署まで。
電　話　0256-52-1770　
メール　syobo@city.kamo.niigata.jp

【有料広告】

「避難訓練振り返り研修会」「避難訓練振り返り研修会」を開催しました

　2月4日(日)、加茂市産業センター・ホール
にて、「避難訓練振り返り研修会」を開催
し、自治会の区長・役員や一般参加者、合わ
せて６３名が参加しました。
　研修会では、昨年9月に行われた市の総合防
災訓練の中で行われた地域の避難訓練を振り
返り、実際に訓練を行った自主防災組織の代
表者をパネリストとしたパネルディスカッ
ションを行いました。パネリストからは、
「一人の避難行動要支援者の避難を支援する

には、思っていたより多くの支援者が必要だということがわかった。」「最初、車いすは右側通
行なのか左側通行なのか迷ってしまった。」「予想以上に参加者が多く嬉しかった。」「まずは
基本的なことをやってみよう。その後、みんなで話し合おうという考えで進めた。」「地域の災
害リスクを考えて、自分たちの地域に合った訓練を行った。」「多くの人が参加し、顔の見える
関係ができた。災害時の助け合える関係づくりのためにも有意義だった。」など、実際に訓練を
行いあらためて気づいたことなど、貴重な発言が多くありました。
　市では、令和6年度も総合防災訓練の中で地域の避難訓練を予定しています。市内のどの地域
も、災害の種類や程度の違いはありますが、なんらかの災害リスクを抱えています。最初から
100点満点を目指す必要はありません。まずは、多くの人が参加し、基本的なことをやってみる
ことが大切です。そして訓練の後、今後の改善点についてみんなで話し合い、日頃の備えに繋げ
ていきましょう。市もできる限りのサポートをします。地域の避難訓練を一緒に行いましょう！
参加しましょう！

避難訓練参加者アンケート結果
避難訓練参加者３５５名、回答者２３５名（回答率６６％）

問 総務課防災係　☎内線 321
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■
ゆ
き
つ
ば
き
来
福
茶
席

　
禰
宜
が
青
海
神
社
を
特
別
案
内
し
ま

す
。
拝
殿
で
の
お
祓
い
と
、
史
跡
鶯
張

り
廊
下
を
体
験
後
、
貴
賓
室
に
て
お
菓

子
と
お
抹
茶
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
４
月
７
日
（
日
）

▼
午
前
の
部
　
第
１
席
午
前
９
時
30

分
、
第
２
席
10
時
20
分
、
第
３
席
11
時

10
分
▼
午
後
の
部
　
第
４
席
午
後
０
時

30
分
、
第
５
席
１
時
20
分
、
第
６
席
２

時
10
分

会
　
場
　
青
海
神
社
拝
殿
（
特
別
参

拝
）・
貴
賓
室
（
茶
席
）

茶
　
券
　
千
円
（
事
前
販
売
）※
時
間

指
定

販
売
店
　
有
本
治
平
呉
服
店
（
３
月
27

日
ま
で
は
日
本
料
理
き
ふ
ね
、
市
役
所

商
工
観
光
課
で
も
販
売
）

問
い
合
わ
せ
　
有
本
治
平
呉
服
店
（
☎

52

－

１
２
７
６
）

■
加
茂
寄
席
×
雪
椿
ま
つ
り

　
落
語
の
寄
席
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
音
楽

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
　
時
　
４
月
７
日
（
日
）
午
後
２
時

〜
８
時

会
　
場
　
清
雲
亭
山
重
山
の
蔵

定
　
員

100
人

チ
ケ
ッ
ト
　
前
売
り
３
千
円
、
当
日
３

千
500
円

ホームページ

　
今
年
は
「
加
茂
市
の
も
つ
資
源
を
活

か
し
市
民
一
体
と
な
っ
て
郷
土
愛
を
育

む
祭
り
」
を
目
的
と
し
て
、
４
月
６
日

（
土
）
〜
５
月
５
日
（
日
・
祝
）
に
開

催
し
ま
す
。
詳
細
は
、
第
58
回
雪
椿
ま

つ
り
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

第
58
回
雪
椿
ま
つ
り

第
58
回
雪
椿
ま
つ
り

　
な
お
、４
月
６
日
（
土
）、７
日
（
日
）

は
加
茂
山
公
園
駐
車
場
が
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
せ
ん
。
公
共
交
通
機
関
も
し
く

は
公
共
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
７
日
（
日
）
は
、
市
役
所
・
J
R

加
茂
駅
・
加
茂
山
公
園
を
繋
ぐ
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
概
ね
20
分
程
度
の
間

隔
で
運
行
し
ま
す
。

【
第
１
便
】
午
前
９
時
市
役
所
発
【
最

終
便
】
午
後
９
時
加
茂
山
公
園
発

雪椿まつり期間中（4月6日（土）～５月5日（日・祝））
のイベント

開催日 イベント名 会場

献花祭 青海神社
オープニングセレモニー（灯
し山点灯式）

加茂山公園池の端

4/6(土)、7(日)、
13(土)、14(日)

灯し山（ライトアップ） 青海神社
加茂山公園池の端

4/6(土)、7(日) ゆきつばきマルシェ 加茂山公園駐車場

雪椿杯バレーボール大会 勤労者体育センター

ゆきつばき来福茶席 青海神社拝殿・貴賓室

加茂寄席×雪椿まつり 山重 山の蔵
4/7(日)

～5/5(日・祝)
雪椿まつり展示会　思い出の
パネル展

メリア3階(KAMO
MACHINAKA BASE)

4/14(日) 春山ハイキング 加茂山ハイキングコー
ス、山重 山の蔵 ほか

4/27(土) カモレンジャーショー 加茂小学校

4/27(土)
～5/5(日・祝)

小京都戦隊カモレンジャーの
加茂山ジャングル冒険 加茂山

4/6(土)

4/7(日)

※
い
ず
れ
も
当
日
支
払

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観

光
課
（
☎
内
線
131
）

■
春
山
ハ
イ
キ
ン
グ
（
要
事
前
申
込
）

　
ガ
イ
ド
付
き
ハ
イ
キ
ン
グ
、
老
舗
料

亭
で
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
、
加
茂
川
の
鯉

の
ぼ
り
が
楽
し
め
ま
す
。
か
も
健
康
ポ

イ
ン
ト
事
業
参
加
者
に
は
20
ポ
イ
ン
ト

が
付
与
さ
れ
ま
す
。

日
　
時
　
4
月
14
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
正
午
（
受
付
午
前
８
時
30
分
〜
）

受
　
付
　
青
海
神
社
入
口
の
鳥
居
周
辺

参
加
費

千
500
円
（
受
付
時
支
払
）

定
　
員

30
人

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観

光
課
（
☎
内
線
131
）

予約フォーム申し込みフォーム

鯉のぼりを集めています
　今年も 4 月上旬から 5 月上旬まで、約
500匹の鯉のぼりが葵橋周辺を泳ぎます。「加
茂川に鯉のぼりを泳がせる会」で
は、使わなくなった鯉のぼりを集め
ています。ご自宅に眠っている鯉の
ぼりがありましたら、ぜひ、ご寄贈
ください。
問い合わせ　商工観光課（☎内線
131）

申し込みフォーム

　
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
家
庭
に
対
し
て
学

用
品
費
等
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

援
助
対
象
　
学
用
品
費
、
修
学
旅
行

費
、
給
食
費
、
医
療
費
（
た
だ
し
指
定

さ
れ
て
い
る
疾
病
の
み
）
な
ど
。

手
続
き
　
制
度
の
案
内
が
小
中
学
校
の

小
・
中
学
校
の
就
学
援
助
制
度

二
十
歳
を
祝
う
会

５
月
３
日
に
開
催

市
で
は
二
十
歳
に
な
る
皆
さ
ん
を

祝
い
「
二
十
歳
を
祝
う
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
ご
家
族
の
方
も
入
場
可
能

で
す
。

　
二
十
歳
に
達
し
た
人
（
平
成
15
年
４

月
２
日
〜
平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）
を
対
象
に
４
月
上
旬
に
案
内
状
を

送
り
ま
す
。

日
　
時
　
５
月
３
日
（
金
・
祝
）
午
後

１
時
30
分
か
ら
式
典
開
始

※

受
付
は
午
後
０
時
30
分
か
ら

会
　
場
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
　
公
民
館
（
☎
52

－

１
９

５
３
）

児
童
生
徒
の
い
る
家
庭
に
各
学
校
か
ら

届
き
ま
す
。
援
助
を
受
け
よ
う
と
す
る

人
は
、
手
続
き
に
必
要
な
書
類
が
学
校

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
４
月
12

日
（
金
）
ま
で
に
学
校
へ
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
年
度
途
中
で
も
随
時

受
け
付
け
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は

継
続
の
人
で
既
に
手
続
き
が
終
わ
っ
て

い
る
場
合
は
手
続
き
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
（
☎
内
線

451
）

【Cul*Kamo　アート＆マルシェ】
【問い合わせ】 ☎53－0842

　ハンドメイドの作品販売、体験
ワークショップ、地元野菜の販売、
キッチンカー出店、福島はるお絵
本ライブやバックヤードツアー、当
日限定のストリートピアノなど盛りだくさん。
日　時　3月20日（水・祝）10：00～16：00
会　場　文化会館
料　金　入場無料 

【早春に響く心揺さぶる室内楽】
　新潟県を拠点に置く「新潟シン
フォニエッタTOKIのメンバーと仲間
たち」による演奏会を開催しま
す。チケット好評発売中です。
日　時　3月24日（日）13：30開場/14：00開演
会　場　大ホール
料　金（全席指定・税込）　一般　2,500円、
学生券（中学生以上）1,500円、小学生無料
（チケット必要）、グループ　1人2,000円
（10人以上）

【八神純子 Live　キミの街へ　～ for all living
 things ～】
　チケット好評発売中！
日　時　6月9日（日）15：30開場/16：00開演
会　場　大ホール
料　金（全席指定・税込）　6,500円　※未就
学児入場不可

　農業従事者の高齢化や担い手不足が心配される中、
10年後に誰がどのように農地を使って農業を進めてい
くのか、各地区で農業関係者が集まり、みんなで考える
座談会です。 今回は須田地区のご案内です。
　該当地区で耕作している農業者、耕作したい農業者が
対象です。

地区 期  日 時  間

須田 3/27（水） 19：00～
20：30

産業センター
ホール 地域計画策定に係る協議（第３回）
会  場 内  容

問い合わせ　農林課農政係（☎内線412）

農業の未来を考える座談会
地域計画策定に係る協議の場

農業の未来を考える座談会
地域計画策定に係る協議の場

二
十
歳
を
祝
う
会
、
農
業
の
未
来
を
考
え
る
座
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ
ほ
か
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N E W S  T O P I C S
須田地区の農業の未来を考える座談会＋（プラス） （1/25）
　1月25日（木）午後7時から、産業センターで「須田地区
の農業の未来を考える座談会＋（プラス）」を開催しまし
た。 これは、須田地区における農業の将来の在り方を考えて
農地利用計画を立てる地域計画策定の協議の場になります。 
今回は特別講演をプラスした座談会でした。
(一社)禄陽の日高代表理事から「多様な農業人材の活用方
法」というテーマで、農繁期の短期人材募集の手法などをご
紹介いただきました。

少年消防クラブ修了入団式(３/２)
　2日（土）午前10時から、田上町交流センター
で加茂市田上町少年消防クラブの修了入団式が開
催されました。
　今回の修了入団式では、第47期クラブ員21人が
修了し、第49期クラブ員15人が入団しました。
　少年少女消防クラブでは団員を募集していま
す。防火教室、施設見学、防災訓練等、さまざま
な活動を通して、防災について体験して学ぶこと
ができます。入団希望やお問い合わせは加茂地域
消防署まで。
電　話　0256-52-1770　
メール　syobo@city.kamo.niigata.jp

【有料広告】

「避難訓練振り返り研修会」「避難訓練振り返り研修会」を開催しました

　2月4日(日)、加茂市産業センター・ホール
にて、「避難訓練振り返り研修会」を開催
し、自治会の区長・役員や一般参加者、合わ
せて６３名が参加しました。
　研修会では、昨年9月に行われた市の総合防
災訓練の中で行われた地域の避難訓練を振り
返り、実際に訓練を行った自主防災組織の代
表者をパネリストとしたパネルディスカッ
ションを行いました。パネリストからは、
「一人の避難行動要支援者の避難を支援する

には、思っていたより多くの支援者が必要だということがわかった。」「最初、車いすは右側通
行なのか左側通行なのか迷ってしまった。」「予想以上に参加者が多く嬉しかった。」「まずは
基本的なことをやってみよう。その後、みんなで話し合おうという考えで進めた。」「地域の災
害リスクを考えて、自分たちの地域に合った訓練を行った。」「多くの人が参加し、顔の見える
関係ができた。災害時の助け合える関係づくりのためにも有意義だった。」など、実際に訓練を
行いあらためて気づいたことなど、貴重な発言が多くありました。
　市では、令和6年度も総合防災訓練の中で地域の避難訓練を予定しています。市内のどの地域
も、災害の種類や程度の違いはありますが、なんらかの災害リスクを抱えています。最初から
100点満点を目指す必要はありません。まずは、多くの人が参加し、基本的なことをやってみる
ことが大切です。そして訓練の後、今後の改善点についてみんなで話し合い、日頃の備えに繋げ
ていきましょう。市もできる限りのサポートをします。地域の避難訓練を一緒に行いましょう！
参加しましょう！

避難訓練参加者アンケート結果
避難訓練参加者３５５名、回答者２３５名（回答率６６％）

問 総務課防災係　☎内線 321



広報かも　No.813　6．3．15　　 87　　 広報かも　No.813　6．3．15

加
茂
市
都
市
計
画
審
議
会
の
委
員
を
募
集
ほ
か

か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
、春
の
火
災
予
防
運
動
ほ
か

公共下水道計画区域の見直し春の火災予防運動
防火標語　「火を消して　不安を消して　つなぐ未来」

　今回は介護予防教室「四季の会」参加中のＡさん（79歳）
にインタビューをしました！

Ｑ. かも健康ポイント事業に参加したきっかけは何ですか？
Ａ. 家にばかりいるとボーッとする時間が多く、身体のた
めにも何か動けるきっかけがあるといいなと思いました。
Ｑ. 実際参加してみてどうですか？
Ａ. 活動量計を持っていると「歩かなければ」という気持
ちになります。自分の目標は毎日 3,000 歩で、クリアで
きると気分が良いです。「四季の会」にも月 1 回参加して
いて、生活に変化がでて楽しい発見もあります。

問い合わせ　健康福祉課健康づくり係（☎内線 164）

かも健康ポイント事業
『参加者の声』その 5

健
幸
さ
ん
の
家

　
通
い
の
場
「
健
幸
さ
ん
の
家
」
で
は

週
２
回
、
認
知
症
・
介
護
予
防
体
操
を

行
っ
て
い
ま
す
。
月
１
回
の
特
別
イ
ベ

ン
ト
「
健
幸
さ
ん
で
聞
け
る
、
加
茂
の

介
護
の
お
話
」
も
開
催
し
ま
す
。
当
日

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
脳
ト

レ
体
操
」
後
に
教
室
を
開
催
。
申
込
不

要
、
参
加
費
無
料
で
す
。

日
　
時
　
３
月
26
日
（
火
）
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
20
分
脳
ト
レ
体
操
（
作

業
療
法
士
あ
ゆ
み
）、
11
時
30
分
〜
午

後
０
時
20
分  

介
護
の
お
話

会
　
場
　
美
人
の
湯

講
　
師

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

花
ま
り

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、
水
分
、

タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ
　
居
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
　
花
ま
り
（
☎
64

－

7
0
3
9
）

介護予防教室「四季の会」とは…
　６５歳以上の加茂市民が対象の介護予防教室です。運動を中心
に月１回開催しており、管理栄養士や歯科衛生士の講話もそれぞ
れ年１回あります。参加者には、かも健康ポイントが毎回２０ポイ
ント付与されます。詳しくは長寿あんしん課（☎41－4032）へ。

　加茂市都市計画審議会で、公共下
水道の都市計画区域を全体で約 714ha
（汚水）に見直しすることが決定され
ました。
　これは令和４年度に見直しを行った
加茂市下水道整備構想の内容を踏ま
え、さらに農業振興地域農用地と重複
する区域の削除を行ったものです。併
せて不要となった処理場未利用地の一
部を削除しました。詳しい区域などの
縦覧は、上下水道課で行っています。
また、公共下水道計画区域外の個別
処理区域は、合併処理浄化槽の補助
対象区域となります。担当は環境課に
なります。
問い合わせ　上下水道課工務第二係
（☎内線 233）、環境課（☎内線 253）

　4月1日（月）から7日（日）は春の火災予防運動期間です。
毎年、火災の発生しやすい時期です。火の元の確認、暖房器具
の適正利用等をとおして火災予防意識を高め、高齢者等を中心
とする死者の発生と財産の損失を防ぎましょう。
火災予防のポイント
〇ストーブ…衣類や布団など燃えやすい物を近くに置かない。
洗濯物をストーブ上に干さない。給油する際は火を消し、タンク
のふたを確実に閉める。
〇こんろ…離れる際は消火する。燃えやすい物を近くに置かな
い。定期的に清掃する。
〇たばこ…灰皿には水を入れて確実に消火する。寝たばこやポ
イ捨ては厳禁。
〇電気配線や電気機器類…コンセント周りのほこりを掃除する。
たこ足配線はしない。劣化や故障が疑われるものは使用しない。
問い合わせ　加茂地域消防本部・予防課（☎52-1770）、加
茂地域消防署・田上出張所（☎57-5300）

（
金
）
〜
４
月
５
日
（
金
）

応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
申
込
書
に

て
、
建
設
課
都
市
計
画
係
へ
直
接
持

参
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
（kensetsu

@
city.kam

o.niigata.jp

）
に
よ
り

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

応
募
申
込
書
は
、
建
設
課
窓
口
で
配

布
し
て
い
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

選
考
方
法
　
委
員
会
の
構
成
を
考
慮

し
、
応
募
書
類
に
記
入
し
た
「
応
募
の

動
機
」
及
び
「
市
の
都
市
計
画
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
」
の
内
容
を
総
合
的

に
審
査
し
ま
す
。
選
考
結
果
は
応
募
者

全
員
に
４
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。

※

応
募
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
都
市
計
画
係

（
☎
内
線
214
、
215
）

　
市
で
は
、
用
途
地
域
な
ど
の
土
地
利

用
や
公
園
・
下
水
道
な
ど
の
都
市
施
設

な
ど
を
審
議
す
る
機
関
と
し
て
都
市
計

画
審
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様

の
視
点
か
ら
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
た
幅

広
い
審
議
を
行
う
た
め
、
審
議
会
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
　
２
人

任
　
期
　
２
年
（
令
和
６
年
５
月
１
日

加
茂
市
都
市
計
画
審
議
会
の

委
員
を
募
集

　
新
聞
・
チ
ラ
シ
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル

の
廃
品
回
収
を
し
ま
す
。
期
間
内
に
設

置
し
た
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
石
川
小
学
校
区
外
の
人
も
利
用
で

き
ま
す
。

石
川
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

　
古
紙
類
の
再
生
資
源
化
と
ご
み
減
量

化
を
目
的
に
、
廃
品
回
収
な
ど
の
古
紙

類
を
回
収
し
た
団
体
に
、
回
収
量
に
応

じ
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
補
助
金

の
交
付
を
希
望
す
る
団
体
は
、
団
体
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
　
象

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
供
会
、
育
成

会
、
老
人
会
、
自
治
会
な
ど

補
助
金
交
付
品
目
　
新
聞
・
チ
ラ
シ
、

雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
ア
ル
ミ
缶

※

前
年
度
登
録
し
た
団
体
に
は
す
で
に

ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
252
）

再
生
資
源
回
収
（
古
紙
類
回

収
）
事
業
実
施
予
定
団
体
は

登
録
を

〜
令
和
８
年
４
月
30
日
）

開
催
回
数
　
年
１
、
２
回
程
度

報
　
酬
　
審
議
会
出
席
１
回
に
つ
き
日

額
５
千
円

応
募
資
格

・
満
18
歳
以
上
の
加
茂
市
民
（
令
和
６

年
３
月
１
日
現
在
で
住
民
票
が
加
茂
市

に
あ
り
、
現
に
居
住
し
て
い
る
者
）
で

都
市
計
画
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
。

・
委
嘱
の
期
間
中
、
平
日
の
昼
間
の
会

議
に
出
席
で
き
る
人
。
た
だ
し
、
常
勤

の
公
務
員
や
市
議
会
議
員
を
除
く
。

・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
議
事
録
等
で
の
氏

名
の
公
開
に
同
意
で
き
る
人
。

募
集
期
間
　
令
和
６
年
３
月
15
日

かも防災・行政ナビ

ホームページ

5 月から広報かもの発行回数を
月 1回に変更します

　広報かもは、原則、これまで1日
号（お知らせ版）と15日号の毎月
2回発行していましたが、令和6年
5月からは、毎月1回、15日（休日

の場合は翌開庁日）の発行に変更します。また
それに伴い、配布物の配布も月１回に変更します。
　今後はより一層、「かも防災・行政ナビ」ア
プリやLINEをはじめとする市公式SNS、ホーム
ページなどを活用して、緊急性・即時性が高い
情報を発信するなど、各媒体の特長を生かし、
組み合わせて情報発信の充実につなげていきま
す。ぜひこの機会に「かも防災・行政ナビ」ア
プリや市公式SNSなどをご登録ください。
問い合わせ　総務課広報広聴係
（☎内線352）

期
　
間
　
３
月
20
日
（
水
・
祝
）
〜
24

日
（
日
）
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
５
時

30
分

回
収
場
所
　
ゆ
き
つ
ば
き

荘
裏
駐
車
場

問
い
合
わ
せ
　
同
Ｐ
Ｔ
Ａ

事
務
局
（
☎
52

－

９
８
５

３
）
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■
ゆ
き
つ
ば
き
来
福
茶
席

　
禰
宜
が
青
海
神
社
を
特
別
案
内
し
ま

す
。
拝
殿
で
の
お
祓
い
と
、
史
跡
鶯
張

り
廊
下
を
体
験
後
、
貴
賓
室
に
て
お
菓

子
と
お
抹
茶
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
４
月
７
日
（
日
）

▼
午
前
の
部
　
第
１
席
午
前
９
時
30

分
、
第
２
席
10
時
20
分
、
第
３
席
11
時

10
分
▼
午
後
の
部
　
第
４
席
午
後
０
時

30
分
、
第
５
席
１
時
20
分
、
第
６
席
２

時
10
分

会
　
場
　
青
海
神
社
拝
殿
（
特
別
参

拝
）・
貴
賓
室
（
茶
席
）

茶
　
券
　
千
円
（
事
前
販
売
）※
時
間

指
定

販
売
店
　
有
本
治
平
呉
服
店
（
３
月
27

日
ま
で
は
日
本
料
理
き
ふ
ね
、
市
役
所

商
工
観
光
課
で
も
販
売
）

問
い
合
わ
せ
　
有
本
治
平
呉
服
店
（
☎

52

－

１
２
７
６
）

■
加
茂
寄
席
×
雪
椿
ま
つ
り

　
落
語
の
寄
席
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
音
楽

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
　
時
　
４
月
７
日
（
日
）
午
後
２
時

〜
８
時

会
　
場
　
清
雲
亭
山
重
山
の
蔵

定
　
員

100
人

チ
ケ
ッ
ト
　
前
売
り
３
千
円
、
当
日
３

千
500
円

ホームページ

　
今
年
は
「
加
茂
市
の
も
つ
資
源
を
活

か
し
市
民
一
体
と
な
っ
て
郷
土
愛
を
育

む
祭
り
」
を
目
的
と
し
て
、
４
月
６
日

（
土
）
〜
５
月
５
日
（
日
・
祝
）
に
開

催
し
ま
す
。
詳
細
は
、
第
58
回
雪
椿
ま

つ
り
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

第
58
回
雪
椿
ま
つ
り

第
58
回
雪
椿
ま
つ
り

　
な
お
、４
月
６
日
（
土
）、７
日
（
日
）

は
加
茂
山
公
園
駐
車
場
が
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
せ
ん
。
公
共
交
通
機
関
も
し
く

は
公
共
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
７
日
（
日
）
は
、
市
役
所
・
J
R

加
茂
駅
・
加
茂
山
公
園
を
繋
ぐ
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
概
ね
20
分
程
度
の
間

隔
で
運
行
し
ま
す
。

【
第
１
便
】
午
前
９
時
市
役
所
発
【
最

終
便
】
午
後
９
時
加
茂
山
公
園
発

雪椿まつり期間中（4月6日（土）～５月5日（日・祝））
のイベント

開催日 イベント名 会場

献花祭 青海神社
オープニングセレモニー（灯
し山点灯式）

加茂山公園池の端

4/6(土)、7(日)、
13(土)、14(日)

灯し山（ライトアップ） 青海神社
加茂山公園池の端

4/6(土)、7(日) ゆきつばきマルシェ 加茂山公園駐車場

雪椿杯バレーボール大会 勤労者体育センター

ゆきつばき来福茶席 青海神社拝殿・貴賓室

加茂寄席×雪椿まつり 山重 山の蔵
4/7(日)

～5/5(日・祝)
雪椿まつり展示会　思い出の
パネル展

メリア3階(KAMO
MACHINAKA BASE)

4/14(日) 春山ハイキング 加茂山ハイキングコー
ス、山重 山の蔵 ほか

4/27(土) カモレンジャーショー 加茂小学校

4/27(土)
～5/5(日・祝)

小京都戦隊カモレンジャーの
加茂山ジャングル冒険 加茂山

4/6(土)

4/7(日)

※
い
ず
れ
も
当
日
支
払

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観

光
課
（
☎
内
線
131
）

■
春
山
ハ
イ
キ
ン
グ
（
要
事
前
申
込
）

　
ガ
イ
ド
付
き
ハ
イ
キ
ン
グ
、
老
舗
料

亭
で
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
、
加
茂
川
の
鯉

の
ぼ
り
が
楽
し
め
ま
す
。
か
も
健
康
ポ

イ
ン
ト
事
業
参
加
者
に
は
20
ポ
イ
ン
ト

が
付
与
さ
れ
ま
す
。

日
　
時
　
4
月
14
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
正
午
（
受
付
午
前
８
時
30
分
〜
）

受
　
付
　
青
海
神
社
入
口
の
鳥
居
周
辺

参
加
費

千
500
円
（
受
付
時
支
払
）

定
　
員

30
人

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観

光
課
（
☎
内
線
131
）

予約フォーム申し込みフォーム

鯉のぼりを集めています
　今年も 4 月上旬から 5 月上旬まで、約
500匹の鯉のぼりが葵橋周辺を泳ぎます。「加
茂川に鯉のぼりを泳がせる会」で
は、使わなくなった鯉のぼりを集め
ています。ご自宅に眠っている鯉の
ぼりがありましたら、ぜひ、ご寄贈
ください。
問い合わせ　商工観光課（☎内線
131）

　
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
家
庭
に
対
し
て
学

用
品
費
等
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

援
助
対
象
　
学
用
品
費
、
修
学
旅
行

費
、
給
食
費
、
医
療
費
（
た
だ
し
指
定

さ
れ
て
い
る
疾
病
の
み
）
な
ど
。

手
続
き
　
制
度
の
案
内
が
小
中
学
校
の

小
・
中
学
校
の
就
学
援
助
制
度

二
十
歳
を
祝
う
会

５
月
３
日
に
開
催

市
で
は
二
十
歳
に
な
る
皆
さ
ん
を

祝
い
「
二
十
歳
を
祝
う
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
ご
家
族
の
方
も
入
場
可
能

で
す
。

　
二
十
歳
に
達
し
た
人
（
平
成
15
年
４

月
２
日
〜
平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）
を
対
象
に
４
月
上
旬
に
案
内
状
を

送
り
ま
す
。

日
　
時
　
５
月
３
日
（
金
・
祝
）
午
後

１
時
30
分
か
ら
式
典
開
始

※

受
付
は
午
後
０
時
30
分
か
ら

会
　
場
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
　
公
民
館
（
☎
52

－

１
９

５
３
）

児
童
生
徒
の
い
る
家
庭
に
各
学
校
か
ら

届
き
ま
す
。
援
助
を
受
け
よ
う
と
す
る

人
は
、
手
続
き
に
必
要
な
書
類
が
学
校

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
４
月
12

日
（
金
）
ま
で
に
学
校
へ
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
年
度
途
中
で
も
随
時

受
け
付
け
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は

継
続
の
人
で
既
に
手
続
き
が
終
わ
っ
て

い
る
場
合
は
手
続
き
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
（
☎
内
線

451
）

【Cul*Kamo　アート＆マルシェ】
【問い合わせ】 ☎53－0842

　ハンドメイドの作品販売、体験
ワークショップ、地元野菜の販売、
キッチンカー出店、福島はるお絵
本ライブやバックヤードツアー、当
日限定のストリートピアノなど盛りだくさん。
日　時　3月20日（水・祝）10：00～16：00
会　場　文化会館
料　金　入場無料 

【早春に響く心揺さぶる室内楽】
　新潟県を拠点に置く「新潟シン
フォニエッタTOKIのメンバーと仲間
たち」による演奏会を開催しま
す。チケット好評発売中です。
日　時　3月24日（日）13：30開場/14：00開演
会　場　大ホール
料　金（全席指定・税込）　一般　2,500円、
学生券（中学生以上）1,500円、小学生無料
（チケット必要）、グループ　1人2,000円
（10人以上）

【八神純子 Live　キミの街へ　～ for all living
 things ～】
　チケット好評発売中！
日　時　6月9日（日）15：30開場/16：00開演
会　場　大ホール
料　金（全席指定・税込）　6,500円　※未就
学児入場不可

　農業従事者の高齢化や担い手不足が心配される中、
10年後に誰がどのように農地を使って農業を進めてい
くのか、各地区で農業関係者が集まり、みんなで考える
座談会です。 今回は須田地区のご案内です。
　該当地区で耕作している農業者、耕作したい農業者が
対象です。

地区 期  日 時  間

須田 3/27（水） 19：00～
20：30

産業センター
ホール 地域計画策定に係る協議（第３回）
会  場 内  容

問い合わせ　農林課農政係（☎内線412）

農業の未来を考える座談会
地域計画策定に係る協議の場

農業の未来を考える座談会
地域計画策定に係る協議の場

二
十
歳
を
祝
う
会

５
月
３
日
に
開
催

二
十
歳
を
祝
う
会
、
農
業
の
未
来
を
考
え
る
座
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ
ほ
か
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加
茂
市
都
市
計
画
審
議
会
の
委
員
を
募
集
ほ
か

か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
、春
の
火
災
予
防
運
動
ほ
か

公共下水道計画区域の見直し春の火災予防運動
防火標語　「火を消して　不安を消して　つなぐ未来」

　今回は介護予防教室「四季の会」参加中のＡさん（79歳）
にインタビューをしました！

Ｑ. かも健康ポイント事業に参加したきっかけは何ですか？
Ａ. 家にばかりいるとボーッとする時間が多く、身体のた
めにも何か動けるきっかけがあるといいなと思いました。
Ｑ. 実際参加してみてどうですか？
Ａ. 活動量計を持っていると「歩かなければ」という気持
ちになります。自分の目標は毎日 3,000 歩で、クリアで
きると気分が良いです。「四季の会」にも月 1 回参加して
いて、生活に変化がでて楽しい発見もあります。

問い合わせ　健康福祉課健康づくり係（☎内線 164）

かも健康ポイント事業
『参加者の声』その 5

健
幸
さ
ん
の
家

　
通
い
の
場
「
健
幸
さ
ん
の
家
」
で
は

週
２
回
、
認
知
症
・
介
護
予
防
体
操
を

行
っ
て
い
ま
す
。
月
１
回
の
特
別
イ
ベ

ン
ト
「
健
幸
さ
ん
で
聞
け
る
、
加
茂
の

介
護
の
お
話
」
も
開
催
し
ま
す
。
当
日

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
脳
ト

レ
体
操
」
後
に
教
室
を
開
催
。
申
込
不

要
、
参
加
費
無
料
で
す
。

日
　
時
　
３
月
26
日
（
火
）
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
20
分
脳
ト
レ
体
操
（
作

業
療
法
士
あ
ゆ
み
）、
11
時
30
分
〜
午

後
０
時
20
分  

介
護
の
お
話

会
　
場
　
美
人
の
湯

講
　
師

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

花
ま
り

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、
水
分
、

タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ
　
居
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
　
花
ま
り
（
☎
64

－

7
0
3
9
）

介護予防教室「四季の会」とは…
　６５歳以上の加茂市民が対象の介護予防教室です。運動を中心
に月１回開催しており、管理栄養士や歯科衛生士の講話もそれぞ
れ年１回あります。参加者には、かも健康ポイントが毎回２０ポイ
ント付与されます。詳しくは長寿あんしん課（☎41－4032）へ。

　加茂市都市計画審議会で、公共下
水道の都市計画区域を全体で約 714ha
（汚水）に見直しすることが決定され
ました。
　これは令和４年度に見直しを行った
加茂市下水道整備構想の内容を踏ま
え、さらに農業振興地域農用地と重複
する区域の削除を行ったものです。併
せて不要となった処理場未利用地の一
部を削除しました。詳しい区域などの
縦覧は、上下水道課で行っています。
また、公共下水道計画区域外の個別
処理区域は、合併処理浄化槽の補助
対象区域となります。担当は環境課に
なります。
問い合わせ　上下水道課工務第二係
（☎内線 233）、環境課（☎内線 253）

　4月1日（月）から7日（日）は春の火災予防運動期間です。
毎年、火災の発生しやすい時期です。火の元の確認、暖房器具
の適正利用等をとおして火災予防意識を高め、高齢者等を中心
とする死者の発生と財産の損失を防ぎましょう。
火災予防のポイント
〇ストーブ…衣類や布団など燃えやすい物を近くに置かない。
洗濯物をストーブ上に干さない。給油する際は火を消し、タンク
のふたを確実に閉める。
〇こんろ…離れる際は消火する。燃えやすい物を近くに置かな
い。定期的に清掃する。
〇たばこ…灰皿には水を入れて確実に消火する。寝たばこやポ
イ捨ては厳禁。
〇電気配線や電気機器類…コンセント周りのほこりを掃除する。
たこ足配線はしない。劣化や故障が疑われるものは使用しない。
問い合わせ　加茂地域消防本部・予防課（☎52-1770）、加
茂地域消防署・田上出張所（☎57-5300）

（
金
）
〜
４
月
５
日
（
金
）

応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
申
込
書
に

て
、
建
設
課
都
市
計
画
係
へ
直
接
持

参
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
（kensetsu

@
city.kam

o.niigata.jp

）
に
よ
り

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

応
募
申
込
書
は
、
建
設
課
窓
口
で
配

布
し
て
い
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

選
考
方
法
　
委
員
会
の
構
成
を
考
慮

し
、
応
募
書
類
に
記
入
し
た
「
応
募
の

動
機
」
及
び
「
市
の
都
市
計
画
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
」
の
内
容
を
総
合
的

に
審
査
し
ま
す
。
選
考
結
果
は
応
募
者

全
員
に
４
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。

※

応
募
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
都
市
計
画
係

（
☎
内
線
214
、
215
）

　
市
で
は
、
用
途
地
域
な
ど
の
土
地
利

用
や
公
園
・
下
水
道
な
ど
の
都
市
施
設

な
ど
を
審
議
す
る
機
関
と
し
て
都
市
計

画
審
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様

の
視
点
か
ら
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
た
幅

広
い
審
議
を
行
う
た
め
、
審
議
会
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
　
２
人

任
　
期
　
２
年
（
令
和
６
年
５
月
１
日

加
茂
市
都
市
計
画
審
議
会
の

委
員
を
募
集

　
新
聞
・
チ
ラ
シ
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル

の
廃
品
回
収
を
し
ま
す
。
期
間
内
に
設

置
し
た
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
石
川
小
学
校
区
外
の
人
も
利
用
で

き
ま
す
。

石
川
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

　
古
紙
類
の
再
生
資
源
化
と
ご
み
減
量

化
を
目
的
に
、
廃
品
回
収
な
ど
の
古
紙

類
を
回
収
し
た
団
体
に
、
回
収
量
に
応

じ
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
補
助
金

の
交
付
を
希
望
す
る
団
体
は
、
団
体
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
　
象

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
供
会
、
育
成

会
、
老
人
会
、
自
治
会
な
ど

補
助
金
交
付
品
目
　
新
聞
・
チ
ラ
シ
、

雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
ア
ル
ミ
缶

※

前
年
度
登
録
し
た
団
体
に
は
す
で
に

ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
252
）

再
生
資
源
回
収
（
古
紙
類
回

収
）
事
業
実
施
予
定
団
体
は

登
録
を

〜
令
和
８
年
４
月
30
日
）

開
催
回
数
　
年
１
、
２
回
程
度

報
　
酬
　
審
議
会
出
席
１
回
に
つ
き
日

額
５
千
円

応
募
資
格

・
満
18
歳
以
上
の
加
茂
市
民
（
令
和
６

年
３
月
１
日
現
在
で
住
民
票
が
加
茂
市

に
あ
り
、
現
に
居
住
し
て
い
る
者
）
で

都
市
計
画
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
。

・
委
嘱
の
期
間
中
、
平
日
の
昼
間
の
会

議
に
出
席
で
き
る
人
。
た
だ
し
、
常
勤

の
公
務
員
や
市
議
会
議
員
を
除
く
。

・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
議
事
録
等
で
の
氏

名
の
公
開
に
同
意
で
き
る
人
。

募
集
期
間
　
令
和
６
年
３
月
15
日

かも防災・行政ナビ

ホームページ

5 月から広報かもの発行回数を
月 1回に変更します

　広報かもは、原則、これまで1日
号（お知らせ版）と15日号の毎月
2回発行していましたが、令和6年
5月からは、毎月1回、15日（休日

の場合は翌開庁日）の発行に変更します。また
それに伴い、配布物の配布も月１回に変更します。
　今後はより一層、「かも防災・行政ナビ」ア
プリやLINEをはじめとする市公式SNS、ホーム
ページなどを活用して、緊急性・即時性が高い
情報を発信するなど、各媒体の特長を生かし、
組み合わせて情報発信の充実につなげていきま
す。ぜひこの機会に「かも防災・行政ナビ」ア
プリや市公式SNSなどをご登録ください。
問い合わせ　総務課広報広聴係
（☎内線352）

期
　
間
　
３
月
20
日
（
水
・
祝
）
〜
24

日
（
日
）
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
５
時

30
分

回
収
場
所
　
ゆ
き
つ
ば
き

荘
裏
駐
車
場

問
い
合
わ
せ
　
同
Ｐ
Ｔ
Ａ

事
務
局
（
☎
52

－

９
８
５

３
）
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■
ゆ
き
つ
ば
き
来
福
茶
席

　
禰
宜
が
青
海
神
社
を
特
別
案
内
し
ま

す
。
拝
殿
で
の
お
祓
い
と
、
史
跡
鶯
張

り
廊
下
を
体
験
後
、
貴
賓
室
に
て
お
菓

子
と
お
抹
茶
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
４
月
７
日
（
日
）

▼
午
前
の
部
　
第
１
席
午
前
９
時
30

分
、
第
２
席
10
時
20
分
、
第
３
席
11
時

10
分
▼
午
後
の
部
　
第
４
席
午
後
０
時

30
分
、
第
５
席
１
時
20
分
、
第
６
席
２

時
10
分

会
　
場
　
青
海
神
社
拝
殿
（
特
別
参

拝
）・
貴
賓
室
（
茶
席
）

茶
　
券
　
千
円
（
事
前
販
売
）※
時
間

指
定

販
売
店
　
有
本
治
平
呉
服
店
（
３
月
27

日
ま
で
は
日
本
料
理
き
ふ
ね
、
市
役
所

商
工
観
光
課
で
も
販
売
）

問
い
合
わ
せ
　
有
本
治
平
呉
服
店
（
☎

52

－

１
２
７
６
）

■
加
茂
寄
席
×
雪
椿
ま
つ
り

　
落
語
の
寄
席
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
音
楽

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
　
時
　
４
月
７
日
（
日
）
午
後
２
時

〜
８
時

会
　
場
　
清
雲
亭
山
重
山
の
蔵

定
　
員

100
人

チ
ケ
ッ
ト
　
前
売
り
３
千
円
、
当
日
３

千
500
円

ホームページ

　
今
年
は
「
加
茂
市
の
も
つ
資
源
を
活

か
し
市
民
一
体
と
な
っ
て
郷
土
愛
を
育

む
祭
り
」
を
目
的
と
し
て
、
４
月
６
日

（
土
）
〜
５
月
５
日
（
日
・
祝
）
に
開

催
し
ま
す
。
詳
細
は
、
第
58
回
雪
椿
ま

つ
り
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

第
58
回
雪
椿
ま
つ
り

第
58
回
雪
椿
ま
つ
り

　
な
お
、４
月
６
日
（
土
）、７
日
（
日
）

は
加
茂
山
公
園
駐
車
場
が
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
せ
ん
。
公
共
交
通
機
関
も
し
く

は
公
共
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
７
日
（
日
）
は
、
市
役
所
・
J
R

加
茂
駅
・
加
茂
山
公
園
を
繋
ぐ
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
概
ね
20
分
程
度
の
間

隔
で
運
行
し
ま
す
。

【
第
１
便
】
午
前
９
時
市
役
所
発
【
最

終
便
】
午
後
９
時
加
茂
山
公
園
発

雪椿まつり期間中（4月6日（土）～５月5日（日・祝））
のイベント

開催日 イベント名 会場

献花祭 青海神社
オープニングセレモニー（灯
し山点灯式）

加茂山公園池の端

4/6(土)、7(日)、
13(土)、14(日)

灯し山（ライトアップ） 青海神社
加茂山公園池の端

4/6(土)、7(日) ゆきつばきマルシェ 加茂山公園駐車場

雪椿杯バレーボール大会 勤労者体育センター

ゆきつばき来福茶席 青海神社拝殿・貴賓室

加茂寄席×雪椿まつり 山重 山の蔵
4/7(日)

～5/5(日・祝)
雪椿まつり展示会　思い出の
パネル展

メリア3階(KAMO
MACHINAKA BASE)

4/14(日) 春山ハイキング 加茂山ハイキングコー
ス、山重 山の蔵 ほか

4/27(土) カモレンジャーショー 加茂小学校

4/27(土)
～5/5(日・祝)

小京都戦隊カモレンジャーの
加茂山ジャングル冒険 加茂山

4/6(土)

4/7(日)

※
い
ず
れ
も
当
日
支
払

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観

光
課
（
☎
内
線
131
）

■
春
山
ハ
イ
キ
ン
グ
（
要
事
前
申
込
）

　
ガ
イ
ド
付
き
ハ
イ
キ
ン
グ
、
老
舗
料

亭
で
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
、
加
茂
川
の
鯉

の
ぼ
り
が
楽
し
め
ま
す
。
か
も
健
康
ポ

イ
ン
ト
事
業
参
加
者
に
は
20
ポ
イ
ン
ト

が
付
与
さ
れ
ま
す
。

日
　
時
　
4
月
14
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
正
午
（
受
付
午
前
８
時
30
分
〜
）

受
　
付
　
青
海
神
社
入
口
の
鳥
居
周
辺

参
加
費

千
500
円
（
受
付
時
支
払
）

定
　
員

30
人

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観

光
課
（
☎
内
線
131
）

予約フォーム申し込みフォーム

鯉のぼりを集めています
　今年も 4 月上旬から 5 月上旬まで、約
500匹の鯉のぼりが葵橋周辺を泳ぎます。「加
茂川に鯉のぼりを泳がせる会」で
は、使わなくなった鯉のぼりを集め
ています。ご自宅に眠っている鯉の
ぼりがありましたら、ぜひ、ご寄贈
ください。
問い合わせ　商工観光課（☎内線
131）

　
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
家
庭
に
対
し
て
学

用
品
費
等
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

援
助
対
象
　
学
用
品
費
、
修
学
旅
行

費
、
給
食
費
、
医
療
費
（
た
だ
し
指
定

さ
れ
て
い
る
疾
病
の
み
）
な
ど
。

手
続
き
　
制
度
の
案
内
が
小
中
学
校
の

小
・
中
学
校
の
就
学
援
助
制
度

二
十
歳
を
祝
う
会

５
月
３
日
に
開
催

市
で
は
二
十
歳
に
な
る
皆
さ
ん
を

祝
い
「
二
十
歳
を
祝
う
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
ご
家
族
の
方
も
入
場
可
能

で
す
。

　
二
十
歳
に
達
し
た
人
（
平
成
15
年
４

月
２
日
〜
平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）
を
対
象
に
４
月
上
旬
に
案
内
状
を

送
り
ま
す
。

日
　
時
　
５
月
３
日
（
金
・
祝
）
午
後

１
時
30
分
か
ら
式
典
開
始

※

受
付
は
午
後
０
時
30
分
か
ら

会
　
場
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
　
公
民
館
（
☎
52

－

１
９

５
３
）

児
童
生
徒
の
い
る
家
庭
に
各
学
校
か
ら

届
き
ま
す
。
援
助
を
受
け
よ
う
と
す
る

人
は
、
手
続
き
に
必
要
な
書
類
が
学
校

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
４
月
12

日
（
金
）
ま
で
に
学
校
へ
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
年
度
途
中
で
も
随
時

受
け
付
け
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は

継
続
の
人
で
既
に
手
続
き
が
終
わ
っ
て

い
る
場
合
は
手
続
き
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
（
☎
内
線

451
）

【Cul*Kamo　アート＆マルシェ】
【問い合わせ】 ☎53－0842

　ハンドメイドの作品販売、体験
ワークショップ、地元野菜の販売、
キッチンカー出店、福島はるお絵
本ライブやバックヤードツアー、当
日限定のストリートピアノなど盛りだくさん。
日　時　3月20日（水・祝）10：00～16：00
会　場　文化会館
料　金　入場無料 

【早春に響く心揺さぶる室内楽】
　新潟県を拠点に置く「新潟シン
フォニエッタTOKIのメンバーと仲間
たち」による演奏会を開催しま
す。チケット好評発売中です。
日　時　3月24日（日）13：30開場/14：00開演
会　場　大ホール
料　金（全席指定・税込）　一般　2,500円、
学生券（中学生以上）1,500円、小学生無料
（チケット必要）、グループ　1人2,000円
（10人以上）

【八神純子 Live　キミの街へ　～ for all living
 things ～】
　チケット好評発売中！
日　時　6月9日（日）15：30開場/16：00開演
会　場　大ホール
料　金（全席指定・税込）　6,500円　※未就
学児入場不可

　農業従事者の高齢化や担い手不足が心配される中、
10年後に誰がどのように農地を使って農業を進めてい
くのか、各地区で農業関係者が集まり、みんなで考える
座談会です。 今回は須田地区のご案内です。
　該当地区で耕作している農業者、耕作したい農業者が
対象です。

地区 期  日 時  間

須田 3/27（水） 19：00～
20：30

産業センター
ホール 地域計画策定に係る協議（第３回）
会  場 内  容

問い合わせ　農林課農政係（☎内線412）

農業の未来を考える座談会
地域計画策定に係る協議の場

農業の未来を考える座談会
地域計画策定に係る協議の場

二
十
歳
を
祝
う
会
、
農
業
の
未
来
を
考
え
る
座
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ
ほ
か
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令
和
６
年
度
分・お
む
つ
券・タ
ク
シ
ー
券
受
付
開
始

級
所
持
者
、
３
級
所
持
者
で
下
肢
不
自

由
、
体
幹
不
自
由
、
心
臓
機
能
障
害
、

腎
臓
機
能
障
害
、
呼
吸
器
機
能
障
害
の

あ
る
人
。
❷
療
育
手
帳
Ａ
所
持
者
。
❸

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
所
持

者
。

支
給
内
容
　
タ
ク
シ
ー
初
乗
り
運
賃
利

用
券×

年
間
24
枚
（
た
だ
し
、
年
度
途

中
か
ら
の
申
請
は
申
請
月
に
よ
っ
て
支

給
枚
数
が
変
わ
り
ま
す
。
）

持
ち
物
　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

申
し
込
み
　
３
月
27
日
（
水
）
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
（
平
日
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
、
☎
52

－

６
６
６

７
）
、
公
民
館
内
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
（
火
・
水
・
木
曜
日
（
祝
日
除

く
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
、
☎
52

－

１
９
５
３
）
で
受
け
付
け

ま
す
。
公
民
館
分
館
で
は
取
り
扱
い
ま

せ
ん
。

■
紙
お
む
つ
購
入
助
成
券

　
常
時
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
次
の

人
に
、
紙
お
む
つ
購
入
助
成
券
を
支
給

し
ま
す
。

対
象
者
　
❶
要
介
護
１
〜
５
の
認
定

者
。
❷
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級

所
持
者
。
❸
療
育
手
帳
Ａ
所
持
者
。
❹

上
記
以
外
で
令
和
５
年
度
に
申
請
済
み

令
和
６
年
度
分
・
お
む
つ
券
・

タ
ク
シ
ー
券
　
受
付
開
始

日
　
時

４
月
18
日
〜
11
月
14
日

毎
週
木
曜
日
、
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

（
全
30
回
）

場
　
所
　
市
役
所
301
会
議
室

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

基
礎
編
受
講
者
募
集

　
陸
上
自
衛
隊
新
発
田
駐
屯
地
白
壁
兵

舎
広
報
史
料
館
で
企
画
展
を
開
催
し
ま

す
（
入
館
無
料
）
。

期
　
間
　
４
月
２
日
（
火
）
〜
６
月
30

日
（
日
）※

月
曜
日
休
館
（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）

時
　
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

内
　
容
　
新
発
田
城
関
連
（
明
治
陸
軍

創
設
期
）
か
ら
現
代
ま
で
の
新
発
田
衛

戍
地
、
新
発
田
駐
屯
地
に
関
す
る
史
料

展
示

会
場
・
問
い
合
わ
せ
　
白
壁
兵
舎
広
報

史
料
館
（
新
発
田
市
大
手
町
６
、
☎
０

２
５
４

－

22

－

３
１
５
１
、
内
線
468
）

陸
自
　
白
壁
兵
舎
「
開
館
10

周
年
記
念
特
別
企
画
展
」

の
人

支
給
内
容
　
１
枚
２
千
円
を
年
間
12
枚

（
た
だ
し
、
年
度
途
中
か
ら
の
申
請
は

申
請
月
に
よ
っ
て
支
給
枚
数
が
変
わ
り

ま
す
。
）

持
ち
物
　
介
護
保
険
被
保
険
者
証
、
身

体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳

■
心
身
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券

　
身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
者
に
４

月
か
ら
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
初
乗
り

運
賃
利
用
券
を
支
給
し
ま
す
。※

の
り

あ
い
タ
ク
シ
ー
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
❶
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

「世界自閉症啓発デー」
駅前広場モニュメント　ライトアップ
　4月2日は、国連が定める「世界自閉症啓発
デー」です。市では「希望」を意味する、自閉症・
発達障がい啓発のシンボルカラーのブルーライト
アップを実施します。
日　時　4月2日（火） 午後5時30分～9時30分
場　所　加茂駅前広場

「発達障がい啓発週間」アート展
　4月2日から8日は、厚生労働省が定める「発達障
がい啓発週間」です。加茂市自立支援協議会の啓発
プロジェクトとして、自閉症の人たちのアート作品
等を展示します。
日　時　3月29日（金）～4月15日（月）平日午前
8時30分～午後5時、土曜日午前8時30分～正午
場　所　市役所1階 ロビー

問い合わせ 健康福祉課障がい支援係（☎内線177）

対
　
象
　
手
話
の
知
識
や
技
術
の
習
得

を
目
指
す
方
で
こ
れ
ま
で
に
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
の
入
門
編
を
修
了
さ
れ
て

い
る
18
歳
以
上
の
人
。

講
　
料
　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
４
月
11
日

（
木
）
ま
で
に
健
康
福
祉
課
障
が
い
支

援
係
（
☎
内
線
172
）
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
も
お
申
し
込
み

い
た
だ
け
ま
す
。

申し込み
フォーム

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　加茂市の地域おこし協力隊から、ご自身が取り組んでいる事業のお話など
を聞くコーナーです。
　今回は、着任して約 1年になる阿部駿さんにお話を伺いました。

　移住促進の活動をしています。具体的には、加茂市への移住を検討している方へ加茂市の施設を
巡って暮らしを体験してもらったり、東京で開催される移住フェアに出展し移住相談を行ったりし
ています。また、加茂市移住定住サイトや SNSを活用し、加茂市のイベント情報を発信しています。

地域おこし協力隊だより③

1、活動について

　東京で開催された移住フェアに参加したことです。全国から約 390
もの自治体・団体が集まるイベントで、「地方移住」への関心が高まっ
ていることや、加茂市の移住促進のためにはライバルの市町村が多いこ
とを実感しました。

2、今までの活動の中で印象に残っている事

　東京での移住フェアでお話した方が加茂市に興味を持ってくれて、後日、移住体験ツアーに申込
みをしてくれた時はとてもやりがいを感じます。これからも一人でも多くの方に加茂市の魅力を伝
え、移住へのハードルを下げていきたいです。

３、協力隊の活動の中でやりがいを感じている事

　私は加茂市出身なので昔から知っていますが、改めて自然に恵まれた環境で、人柄が穏やかで優
しい方が多いのでホッと安心できるまちだと思います。

４、加茂市の印象について

　移住を考えている方への情報提供や加茂市の魅力を引き続き発信していきます。また、4 月から
は「加茂市観光協会」の事務局長に就任しますので、観光の分野でも加茂市をアピールして多くの
方に加茂市の魅力を発信していきたいと思います。

５、今後の活動について

問い合わせ　総務課政策推進室（☎内線 354）

加茂市移住定住サイト

政策推進室
インスタグラム

加茂市出身の阿部駿さん
（元旅行会社勤務）
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加
茂
市
都
市
計
画
審
議
会
の
委
員
を
募
集
ほ
か

か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
、春
の
火
災
予
防
運
動
ほ
か

公共下水道計画区域の見直し春の火災予防運動
防火標語　「火を消して　不安を消して　つなぐ未来」

　今回は介護予防教室「四季の会」参加中のＡさん（79歳）
にインタビューをしました！

Ｑ. かも健康ポイント事業に参加したきっかけは何ですか？
Ａ. 家にばかりいるとボーッとする時間が多く、身体のた
めにも何か動けるきっかけがあるといいなと思いました。
Ｑ. 実際参加してみてどうですか？
Ａ. 活動量計を持っていると「歩かなければ」という気持
ちになります。自分の目標は毎日 3,000 歩で、クリアで
きると気分が良いです。「四季の会」にも月 1 回参加して
いて、生活に変化がでて楽しい発見もあります。

問い合わせ　健康福祉課健康づくり係（☎内線 164）

かも健康ポイント事業
『参加者の声』その 5

健
幸
さ
ん
の
家

　
通
い
の
場
「
健
幸
さ
ん
の
家
」
で
は

週
２
回
、
認
知
症
・
介
護
予
防
体
操
を

行
っ
て
い
ま
す
。
月
１
回
の
特
別
イ
ベ

ン
ト
「
健
幸
さ
ん
で
聞
け
る
、
加
茂
の

介
護
の
お
話
」
も
開
催
し
ま
す
。
当
日

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
脳
ト

レ
体
操
」
後
に
教
室
を
開
催
。
申
込
不

要
、
参
加
費
無
料
で
す
。

日
　
時
　
３
月
26
日
（
火
）
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
20
分
脳
ト
レ
体
操
（
作

業
療
法
士
あ
ゆ
み
）、
11
時
30
分
〜
午

後
０
時
20
分  

介
護
の
お
話

会
　
場
　
美
人
の
湯

講
　
師

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

花
ま
り

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、
水
分
、

タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ
　
居
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
　
花
ま
り
（
☎
64

－

7
0
3
9
）

介護予防教室「四季の会」とは…
　６５歳以上の加茂市民が対象の介護予防教室です。運動を中心
に月１回開催しており、管理栄養士や歯科衛生士の講話もそれぞ
れ年１回あります。参加者には、かも健康ポイントが毎回２０ポイ
ント付与されます。詳しくは長寿あんしん課（☎41－4032）へ。

　加茂市都市計画審議会で、公共下
水道の都市計画区域を全体で約 714ha
（汚水）に見直しすることが決定され
ました。
　これは令和４年度に見直しを行った
加茂市下水道整備構想の内容を踏ま
え、さらに農業振興地域農用地と重複
する区域の削除を行ったものです。併
せて不要となった処理場未利用地の一
部を削除しました。詳しい区域などの
縦覧は、上下水道課で行っています。
また、公共下水道計画区域外の個別
処理区域は、合併処理浄化槽の補助
対象区域となります。担当は環境課に
なります。
問い合わせ　上下水道課工務第二係
（☎内線 233）、環境課（☎内線 253）

　4月1日（月）から7日（日）は春の火災予防運動期間です。
毎年、火災の発生しやすい時期です。火の元の確認、暖房器具
の適正利用等をとおして火災予防意識を高め、高齢者等を中心
とする死者の発生と財産の損失を防ぎましょう。
火災予防のポイント
〇ストーブ…衣類や布団など燃えやすい物を近くに置かない。
洗濯物をストーブ上に干さない。給油する際は火を消し、タンク
のふたを確実に閉める。
〇こんろ…離れる際は消火する。燃えやすい物を近くに置かな
い。定期的に清掃する。
〇たばこ…灰皿には水を入れて確実に消火する。寝たばこやポ
イ捨ては厳禁。
〇電気配線や電気機器類…コンセント周りのほこりを掃除する。
たこ足配線はしない。劣化や故障が疑われるものは使用しない。
問い合わせ　加茂地域消防本部・予防課（☎52-1770）、加
茂地域消防署・田上出張所（☎57-5300）

（
金
）
〜
４
月
５
日
（
金
）

応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
申
込
書
に

て
、
建
設
課
都
市
計
画
係
へ
直
接
持

参
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
（kensetsu

@
city.kam

o.niigata.jp

）
に
よ
り

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

応
募
申
込
書
は
、
建
設
課
窓
口
で
配

布
し
て
い
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

選
考
方
法
　
委
員
会
の
構
成
を
考
慮

し
、
応
募
書
類
に
記
入
し
た
「
応
募
の

動
機
」
及
び
「
市
の
都
市
計
画
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
」
の
内
容
を
総
合
的

に
審
査
し
ま
す
。
選
考
結
果
は
応
募
者

全
員
に
４
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。

※

応
募
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
都
市
計
画
係

（
☎
内
線
214
、
215
）

　
市
で
は
、
用
途
地
域
な
ど
の
土
地
利

用
や
公
園
・
下
水
道
な
ど
の
都
市
施
設

な
ど
を
審
議
す
る
機
関
と
し
て
都
市
計

画
審
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様

の
視
点
か
ら
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
た
幅

広
い
審
議
を
行
う
た
め
、
審
議
会
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
　
２
人

任
　
期
　
２
年
（
令
和
６
年
５
月
１
日

加
茂
市
都
市
計
画
審
議
会
の

委
員
を
募
集

　
新
聞
・
チ
ラ
シ
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル

の
廃
品
回
収
を
し
ま
す
。
期
間
内
に
設

置
し
た
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
石
川
小
学
校
区
外
の
人
も
利
用
で

き
ま
す
。

石
川
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

　
古
紙
類
の
再
生
資
源
化
と
ご
み
減
量

化
を
目
的
に
、
廃
品
回
収
な
ど
の
古
紙

類
を
回
収
し
た
団
体
に
、
回
収
量
に
応

じ
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
補
助
金

の
交
付
を
希
望
す
る
団
体
は
、
団
体
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
　
象

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
供
会
、
育
成

会
、
老
人
会
、
自
治
会
な
ど

補
助
金
交
付
品
目
　
新
聞
・
チ
ラ
シ
、

雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
ア
ル
ミ
缶

※

前
年
度
登
録
し
た
団
体
に
は
す
で
に

ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
252
）

再
生
資
源
回
収
（
古
紙
類
回

収
）
事
業
実
施
予
定
団
体
は

登
録
を

〜
令
和
８
年
４
月
30
日
）

開
催
回
数
　
年
１
、
２
回
程
度

報
　
酬
　
審
議
会
出
席
１
回
に
つ
き
日

額
５
千
円

応
募
資
格

・
満
18
歳
以
上
の
加
茂
市
民
（
令
和
６

年
３
月
１
日
現
在
で
住
民
票
が
加
茂
市

に
あ
り
、
現
に
居
住
し
て
い
る
者
）
で

都
市
計
画
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
。

・
委
嘱
の
期
間
中
、
平
日
の
昼
間
の
会

議
に
出
席
で
き
る
人
。
た
だ
し
、
常
勤

の
公
務
員
や
市
議
会
議
員
を
除
く
。

・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
議
事
録
等
で
の
氏

名
の
公
開
に
同
意
で
き
る
人
。

募
集
期
間
　
令
和
６
年
３
月
15
日

かも防災・行政ナビ

ホームページ

5 月から広報かもの発行回数を
月 1回に変更します

　広報かもは、原則、これまで1日
号（お知らせ版）と15日号の毎月
2回発行していましたが、令和6年
5月からは、毎月1回、15日（休日

の場合は翌開庁日）の発行に変更します。また
それに伴い、配布物の配布も月１回に変更します。
　今後はより一層、「かも防災・行政ナビ」ア
プリやLINEをはじめとする市公式SNS、ホーム
ページなどを活用して、緊急性・即時性が高い
情報を発信するなど、各媒体の特長を生かし、
組み合わせて情報発信の充実につなげていきま
す。ぜひこの機会に「かも防災・行政ナビ」ア
プリや市公式SNSなどをご登録ください。
問い合わせ　総務課広報広聴係
（☎内線352）

期
　
間
　
３
月
20
日
（
水
・
祝
）
〜
24

日
（
日
）
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
５
時

30
分

回
収
場
所
　
ゆ
き
つ
ば
き

荘
裏
駐
車
場

問
い
合
わ
せ
　
同
Ｐ
Ｔ
Ａ

事
務
局
（
☎
52

－

９
８
５

３
）
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令
和
６
年
度
分・お
む
つ
券・タ
ク
シ
ー
券
受
付
開
始

級
所
持
者
、
３
級
所
持
者
で
下
肢
不
自

由
、
体
幹
不
自
由
、
心
臓
機
能
障
害
、

腎
臓
機
能
障
害
、
呼
吸
器
機
能
障
害
の

あ
る
人
。
❷
療
育
手
帳
Ａ
所
持
者
。
❸

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
所
持

者
。

支
給
内
容
　
タ
ク
シ
ー
初
乗
り
運
賃
利

用
券×

年
間
24
枚
（
た
だ
し
、
年
度
途

中
か
ら
の
申
請
は
申
請
月
に
よ
っ
て
支

給
枚
数
が
変
わ
り
ま
す
。
）

持
ち
物
　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

申
し
込
み
　
３
月
27
日
（
水
）
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
（
平
日
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
、
☎
52

－

６
６
６

７
）
、
公
民
館
内
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
（
火
・
水
・
木
曜
日
（
祝
日
除

く
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
、
☎
52

－

１
９
５
３
）
で
受
け
付
け

ま
す
。
公
民
館
分
館
で
は
取
り
扱
い
ま

せ
ん
。

■
紙
お
む
つ
購
入
助
成
券

　
常
時
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
次
の

人
に
、
紙
お
む
つ
購
入
助
成
券
を
支
給

し
ま
す
。

対
象
者
　
❶
要
介
護
１
〜
５
の
認
定

者
。
❷
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級

所
持
者
。
❸
療
育
手
帳
Ａ
所
持
者
。
❹

上
記
以
外
で
令
和
５
年
度
に
申
請
済
み

令
和
６
年
度
分
・
お
む
つ
券
・

タ
ク
シ
ー
券
　
受
付
開
始

日
　
時

４
月
18
日
〜
11
月
14
日

毎
週
木
曜
日
、
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

（
全
30
回
）

場
　
所
　
市
役
所
301
会
議
室

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

基
礎
編
受
講
者
募
集

　
陸
上
自
衛
隊
新
発
田
駐
屯
地
白
壁
兵

舎
広
報
史
料
館
で
企
画
展
を
開
催
し
ま

す
（
入
館
無
料
）
。

期
　
間
　
４
月
２
日
（
火
）
〜
６
月
30

日
（
日
）※

月
曜
日
休
館
（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）

時
　
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

内
　
容
　
新
発
田
城
関
連
（
明
治
陸
軍

創
設
期
）
か
ら
現
代
ま
で
の
新
発
田
衛

戍
地
、
新
発
田
駐
屯
地
に
関
す
る
史
料

展
示

会
場
・
問
い
合
わ
せ
　
白
壁
兵
舎
広
報

史
料
館
（
新
発
田
市
大
手
町
６
、
☎
０

２
５
４

－

22

－

３
１
５
１
、
内
線
468
）

陸
自
　
白
壁
兵
舎
「
開
館
10

周
年
記
念
特
別
企
画
展
」

の
人

支
給
内
容
　
１
枚
２
千
円
を
年
間
12
枚

（
た
だ
し
、
年
度
途
中
か
ら
の
申
請
は

申
請
月
に
よ
っ
て
支
給
枚
数
が
変
わ
り

ま
す
。
）

持
ち
物
　
介
護
保
険
被
保
険
者
証
、
身

体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳

■
心
身
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券

　
身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
者
に
４

月
か
ら
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
初
乗
り

運
賃
利
用
券
を
支
給
し
ま
す
。※

の
り

あ
い
タ
ク
シ
ー
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
❶
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

「世界自閉症啓発デー」
駅前広場モニュメント　ライトアップ
　4月2日は、国連が定める「世界自閉症啓発
デー」です。市では「希望」を意味する、自閉症・
発達障がい啓発のシンボルカラーのブルーライト
アップを実施します。
日　時　4月2日（火） 午後5時30分～9時30分
場　所　加茂駅前広場

「発達障がい啓発週間」アート展
　4月2日から8日は、厚生労働省が定める「発達障
がい啓発週間」です。加茂市自立支援協議会の啓発
プロジェクトとして、自閉症の人たちのアート作品
等を展示します。
日　時　3月29日（金）～4月15日（月）平日午前
8時30分～午後5時、土曜日午前8時30分～正午
場　所　市役所1階 ロビー

問い合わせ 健康福祉課障がい支援係（☎内線177）

対
　
象
　
手
話
の
知
識
や
技
術
の
習
得

を
目
指
す
方
で
こ
れ
ま
で
に
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
の
入
門
編
を
修
了
さ
れ
て

い
る
18
歳
以
上
の
人
。

講
　
料
　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
４
月
11
日

（
木
）
ま
で
に
健
康
福
祉
課
障
が
い
支

援
係
（
☎
内
線
172
）
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
も
お
申
し
込
み

い
た
だ
け
ま
す
。

申し込み
フォーム

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　加茂市の地域おこし協力隊から、ご自身が取り組んでいる事業のお話など
を聞くコーナーです。
　今回は、着任して約 1年になる阿部駿さんにお話を伺いました。

　移住促進の活動をしています。具体的には、加茂市への移住を検討している方へ加茂市の施設を
巡って暮らしを体験してもらったり、東京で開催される移住フェアに出展し移住相談を行ったりし
ています。また、加茂市移住定住サイトや SNSを活用し、加茂市のイベント情報を発信しています。

地域おこし協力隊だより③

1、活動について

　東京で開催された移住フェアに参加したことです。全国から約 390
もの自治体・団体が集まるイベントで、「地方移住」への関心が高まっ
ていることや、加茂市の移住促進のためにはライバルの市町村が多いこ
とを実感しました。

2、今までの活動の中で印象に残っている事

　東京での移住フェアでお話した方が加茂市に興味を持ってくれて、後日、移住体験ツアーに申込
みをしてくれた時はとてもやりがいを感じます。これからも一人でも多くの方に加茂市の魅力を伝
え、移住へのハードルを下げていきたいです。

３、協力隊の活動の中でやりがいを感じている事

　私は加茂市出身なので昔から知っていますが、改めて自然に恵まれた環境で、人柄が穏やかで優
しい方が多いのでホッと安心できるまちだと思います。

４、加茂市の印象について

　移住を考えている方への情報提供や加茂市の魅力を引き続き発信していきます。また、4 月から
は「加茂市観光協会」の事務局長に就任しますので、観光の分野でも加茂市をアピールして多くの
方に加茂市の魅力を発信していきたいと思います。

５、今後の活動について

問い合わせ　総務課政策推進室（☎内線 354）

加茂市移住定住サイト

政策推進室
インスタグラム

加茂市出身の阿部駿さん
（元旅行会社勤務）
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加
茂
市
都
市
計
画
審
議
会
の
委
員
を
募
集
ほ
か

か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
、春
の
火
災
予
防
運
動
ほ
か

公共下水道計画区域の見直し春の火災予防運動
防火標語　「火を消して　不安を消して　つなぐ未来」

　今回は介護予防教室「四季の会」参加中のＡさん（79歳）
にインタビューをしました！

Ｑ. かも健康ポイント事業に参加したきっかけは何ですか？
Ａ. 家にばかりいるとボーッとする時間が多く、身体のた
めにも何か動けるきっかけがあるといいなと思いました。
Ｑ. 実際参加してみてどうですか？
Ａ. 活動量計を持っていると「歩かなければ」という気持
ちになります。自分の目標は毎日 3,000 歩で、クリアで
きると気分が良いです。「四季の会」にも月 1 回参加して
いて、生活に変化がでて楽しい発見もあります。

問い合わせ　健康福祉課健康づくり係（☎内線 164）

かも健康ポイント事業
『参加者の声』その 5

健
幸
さ
ん
の
家

　
通
い
の
場
「
健
幸
さ
ん
の
家
」
で
は

週
２
回
、
認
知
症
・
介
護
予
防
体
操
を

行
っ
て
い
ま
す
。
月
１
回
の
特
別
イ
ベ

ン
ト
「
健
幸
さ
ん
で
聞
け
る
、
加
茂
の

介
護
の
お
話
」
も
開
催
し
ま
す
。
当
日

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
脳
ト

レ
体
操
」
後
に
教
室
を
開
催
。
申
込
不

要
、
参
加
費
無
料
で
す
。

日
　
時
　
３
月
26
日
（
火
）
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
20
分
脳
ト
レ
体
操
（
作

業
療
法
士
あ
ゆ
み
）、
11
時
30
分
〜
午

後
０
時
20
分  

介
護
の
お
話

会
　
場
　
美
人
の
湯

講
　
師

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

花
ま
り

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、
水
分
、

タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ
　
居
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
　
花
ま
り
（
☎
64

－

7
0
3
9
）

介護予防教室「四季の会」とは…
　６５歳以上の加茂市民が対象の介護予防教室です。運動を中心
に月１回開催しており、管理栄養士や歯科衛生士の講話もそれぞ
れ年１回あります。参加者には、かも健康ポイントが毎回２０ポイ
ント付与されます。詳しくは長寿あんしん課（☎41－4032）へ。

　加茂市都市計画審議会で、公共下
水道の都市計画区域を全体で約 714ha
（汚水）に見直しすることが決定され
ました。
　これは令和４年度に見直しを行った
加茂市下水道整備構想の内容を踏ま
え、さらに農業振興地域農用地と重複
する区域の削除を行ったものです。併
せて不要となった処理場未利用地の一
部を削除しました。詳しい区域などの
縦覧は、上下水道課で行っています。
また、公共下水道計画区域外の個別
処理区域は、合併処理浄化槽の補助
対象区域となります。担当は環境課に
なります。
問い合わせ　上下水道課工務第二係
（☎内線 233）、環境課（☎内線 253）

　4月1日（月）から7日（日）は春の火災予防運動期間です。
毎年、火災の発生しやすい時期です。火の元の確認、暖房器具
の適正利用等をとおして火災予防意識を高め、高齢者等を中心
とする死者の発生と財産の損失を防ぎましょう。
火災予防のポイント
〇ストーブ…衣類や布団など燃えやすい物を近くに置かない。
洗濯物をストーブ上に干さない。給油する際は火を消し、タンク
のふたを確実に閉める。
〇こんろ…離れる際は消火する。燃えやすい物を近くに置かな
い。定期的に清掃する。
〇たばこ…灰皿には水を入れて確実に消火する。寝たばこやポ
イ捨ては厳禁。
〇電気配線や電気機器類…コンセント周りのほこりを掃除する。
たこ足配線はしない。劣化や故障が疑われるものは使用しない。
問い合わせ　加茂地域消防本部・予防課（☎52-1770）、加
茂地域消防署・田上出張所（☎57-5300）

（
金
）
〜
４
月
５
日
（
金
）

応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
申
込
書
に

て
、
建
設
課
都
市
計
画
係
へ
直
接
持

参
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
（kensetsu

@
city.kam

o.niigata.jp

）
に
よ
り

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

応
募
申
込
書
は
、
建
設
課
窓
口
で
配

布
し
て
い
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

選
考
方
法
　
委
員
会
の
構
成
を
考
慮

し
、
応
募
書
類
に
記
入
し
た
「
応
募
の

動
機
」
及
び
「
市
の
都
市
計
画
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
」
の
内
容
を
総
合
的

に
審
査
し
ま
す
。
選
考
結
果
は
応
募
者

全
員
に
４
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。

※

応
募
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
都
市
計
画
係

（
☎
内
線
214
、
215
）

　
市
で
は
、
用
途
地
域
な
ど
の
土
地
利

用
や
公
園
・
下
水
道
な
ど
の
都
市
施
設

な
ど
を
審
議
す
る
機
関
と
し
て
都
市
計

画
審
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様

の
視
点
か
ら
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
た
幅

広
い
審
議
を
行
う
た
め
、
審
議
会
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
　
２
人

任
　
期
　
２
年
（
令
和
６
年
５
月
１
日

加
茂
市
都
市
計
画
審
議
会
の

委
員
を
募
集

　
新
聞
・
チ
ラ
シ
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル

の
廃
品
回
収
を
し
ま
す
。
期
間
内
に
設

置
し
た
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
石
川
小
学
校
区
外
の
人
も
利
用
で

き
ま
す
。

石
川
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

　
古
紙
類
の
再
生
資
源
化
と
ご
み
減
量

化
を
目
的
に
、
廃
品
回
収
な
ど
の
古
紙

類
を
回
収
し
た
団
体
に
、
回
収
量
に
応

じ
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
補
助
金

の
交
付
を
希
望
す
る
団
体
は
、
団
体
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
　
象

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
供
会
、
育
成

会
、
老
人
会
、
自
治
会
な
ど

補
助
金
交
付
品
目
　
新
聞
・
チ
ラ
シ
、

雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
ア
ル
ミ
缶

※

前
年
度
登
録
し
た
団
体
に
は
す
で
に

ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
252
）

再
生
資
源
回
収
（
古
紙
類
回

収
）
事
業
実
施
予
定
団
体
は

登
録
を

〜
令
和
８
年
４
月
30
日
）

開
催
回
数
　
年
１
、
２
回
程
度

報
　
酬
　
審
議
会
出
席
１
回
に
つ
き
日

額
５
千
円

応
募
資
格

・
満
18
歳
以
上
の
加
茂
市
民
（
令
和
６

年
３
月
１
日
現
在
で
住
民
票
が
加
茂
市

に
あ
り
、
現
に
居
住
し
て
い
る
者
）
で

都
市
計
画
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
。

・
委
嘱
の
期
間
中
、
平
日
の
昼
間
の
会

議
に
出
席
で
き
る
人
。
た
だ
し
、
常
勤

の
公
務
員
や
市
議
会
議
員
を
除
く
。

・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
議
事
録
等
で
の
氏

名
の
公
開
に
同
意
で
き
る
人
。

募
集
期
間
　
令
和
６
年
３
月
15
日

かも防災・行政ナビ

ホームページ

5 月から広報かもの発行回数を
月 1回に変更します

　広報かもは、原則、これまで1日
号（お知らせ版）と15日号の毎月
2回発行していましたが、令和6年
5月からは、毎月1回、15日（休日

の場合は翌開庁日）の発行に変更します。また
それに伴い、配布物の配布も月１回に変更します。
　今後はより一層、「かも防災・行政ナビ」ア
プリやLINEをはじめとする市公式SNS、ホーム
ページなどを活用して、緊急性・即時性が高い
情報を発信するなど、各媒体の特長を生かし、
組み合わせて情報発信の充実につなげていきま
す。ぜひこの機会に「かも防災・行政ナビ」ア
プリや市公式SNSなどをご登録ください。
問い合わせ　総務課広報広聴係
（☎内線352）

期
　
間
　
３
月
20
日
（
水
・
祝
）
〜
24

日
（
日
）
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
５
時

30
分

回
収
場
所
　
ゆ
き
つ
ば
き

荘
裏
駐
車
場

問
い
合
わ
せ
　
同
Ｐ
Ｔ
Ａ

事
務
局
（
☎
52

－

９
８
５

３
）
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消
　
費
　
生
　
活
　
情
　
報

愛
の
献
血
・
命
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ド
ナ
ー
登
録

愛の献血　血液という「いのちを救う贈り物」
皆様の温かいご協力を心からお待ちしています

　血液は長期保存できず、また人工的に造ることもできません。
　安全かつ有効な輸血を行うためには、皆様から献血していただくことが必要です。
■献血を行うことができる間隔
　400mL献血の場合、男性は12週間後、女性は16週間後の同じ曜日から献血できます。
　※体重50㎏未満の初回献血者と採血基準上400mL献血ができない16歳男性、16～17歳女性には
200mL献血をお願いしています。（体重50㎏未満の初回献血者には、次回以降、献血ルームで成分献
血にご協力をお願いします）

　日本赤十字社では、献血される人の健康を考慮し、年間（52週）の総献血量（全血）を
男性は1,200mL以内、女性は800mL以内と定めています。年間総献血量の範囲内でご協
力をお願いします。
　令和6年度の加茂市の献血日程につきましては、その都度、広報でお知らせします。
問い合わせ　健康福祉課健康づくり係（☎内線162）、新潟県赤十字血液センター（☎0120－788－
224) 

命のボランティア、ドナー登録
　骨髄移植は、白血病などの血液難病に有効な治療法で
す。骨髄移植を成功させるためには、患者さんと骨髄を提
供してくださる方（ドナー）の白血球の型（HLA型）が
一致しなければならず、その確率は、兄弟姉妹間では4人
に1人、それ以外では数百から数万分の1です。そのた
め、多くの方のドナー登録が必要です。市では骨髄提供さ
れた方への助成制度があります。
■ドナー登録をするには
登録日　毎月第1・3水曜日の午前9時～11時（要事前予
約）
予約・登録窓口　三条保健所（三条市興野1－13－45、
☎36－2362）
※当日の所要時間は約30分、骨髄バンクの概要や骨髄提
供の流れなどを説明し、登録申込書に記入していただき約
2mLの採血を行います。献血ルーム千秋、献血ルームばん
だいゆとりろでも登録できます。
■ドナー登録できる人　「骨髄提供の内容を十分に理解」
「18才以上、54才以下で健康状態が良好な人」「体重が男
性45kg以上、女性40kg以上」の条件をすべて
満たす人です。骨髄バンクについて詳しくは
（公財）日本骨髄バンク（☎03－5280－
1789）へ。
問い合わせ　健康福祉課健康づくり係（☎内線166）

受動喫煙を防止しましょう！
●受動喫煙とは
　自分の意志とは関係な
く、他人の喫煙によるたば
この煙にさらされることで
す。
●受動喫煙による健康リスク
　受動喫煙による健康被害には個人差が
ありますが、虚血性心疾患、脳卒中、肺
がんなど様々な病気のリスクが高くなり
ます。
●受動喫煙対策の強化
　法律が改正され、令和2年
4月から公共施設だけでなく
事務所でも受動喫煙対策が強
化されています。詳しくは市
のホームページをご覧ください。
●公共の場所でのたばこについてお願い
歩きたばこはしない。周囲に人がいる

場所では喫煙を控える。子供や妊婦、病
気の人がいる時は喫煙しない。市民の皆
様のご協力をお願いいたします。
問い合わせ　健康福祉課健康づくり係
（☎内線165）

ホームページ

ホームページ

ホームページ

広報かも　No.813　6．3．15　　 109　　 広報かも　No.813　6．3．15

令
和
６
年
度
分・お
む
つ
券・タ
ク
シ
ー
券
受
付
開
始

級
所
持
者
、
３
級
所
持
者
で
下
肢
不
自

由
、
体
幹
不
自
由
、
心
臓
機
能
障
害
、

腎
臓
機
能
障
害
、
呼
吸
器
機
能
障
害
の

あ
る
人
。
❷
療
育
手
帳
Ａ
所
持
者
。
❸

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
所
持

者
。

支
給
内
容
　
タ
ク
シ
ー
初
乗
り
運
賃
利

用
券×

年
間
24
枚
（
た
だ
し
、
年
度
途

中
か
ら
の
申
請
は
申
請
月
に
よ
っ
て
支

給
枚
数
が
変
わ
り
ま
す
。
）

持
ち
物
　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

申
し
込
み
　
３
月
27
日
（
水
）
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
（
平
日
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
、
☎
52

－

６
６
６

７
）
、
公
民
館
内
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
（
火
・
水
・
木
曜
日
（
祝
日
除

く
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
、
☎
52

－

１
９
５
３
）
で
受
け
付
け

ま
す
。
公
民
館
分
館
で
は
取
り
扱
い
ま

せ
ん
。

■
紙
お
む
つ
購
入
助
成
券

　
常
時
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
次
の

人
に
、
紙
お
む
つ
購
入
助
成
券
を
支
給

し
ま
す
。

対
象
者
　
❶
要
介
護
１
〜
５
の
認
定

者
。
❷
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級

所
持
者
。
❸
療
育
手
帳
Ａ
所
持
者
。
❹

上
記
以
外
で
令
和
５
年
度
に
申
請
済
み

令
和
６
年
度
分
・
お
む
つ
券
・

タ
ク
シ
ー
券
　
受
付
開
始

日
　
時

４
月
18
日
〜
11
月
14
日

毎
週
木
曜
日
、
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

（
全
30
回
）

場
　
所
　
市
役
所
301
会
議
室

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

基
礎
編
受
講
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史
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催
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６
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４
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史
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０
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１
枚
２
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12
枚

（
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年
度
途
中
か
ら
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請
は

申
請
月
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て
支
給
枚
数
が
変
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ま
す
。
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介
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被
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又
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帳

■
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利
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券

　
身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
者
に
４

月
か
ら
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
初
乗
り

運
賃
利
用
券
を
支
給
し
ま
す
。※

の
り

あ
い
タ
ク
シ
ー
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
❶
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

「世界自閉症啓発デー」
駅前広場モニュメント　ライトアップ
　4月2日は、国連が定める「世界自閉症啓発
デー」です。市では「希望」を意味する、自閉症・
発達障がい啓発のシンボルカラーのブルーライト
アップを実施します。
日　時　4月2日（火） 午後5時30分～9時30分
場　所　加茂駅前広場

「発達障がい啓発週間」アート展
　4月2日から8日は、厚生労働省が定める「発達障
がい啓発週間」です。加茂市自立支援協議会の啓発
プロジェクトとして、自閉症の人たちのアート作品
等を展示します。
日　時　3月29日（金）～4月15日（月）平日午前
8時30分～午後5時、土曜日午前8時30分～正午
場　所　市役所1階 ロビー

問い合わせ 健康福祉課障がい支援係（☎内線177）

対
　
象
　
手
話
の
知
識
や
技
術
の
習
得

を
目
指
す
方
で
こ
れ
ま
で
に
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
の
入
門
編
を
修
了
さ
れ
て

い
る
18
歳
以
上
の
人
。

講
　
料
　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
４
月
11
日

（
木
）
ま
で
に
健
康
福
祉
課
障
が
い
支

援
係
（
☎
内
線
172
）
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
も
お
申
し
込
み

い
た
だ
け
ま
す
。

申し込み
フォーム

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　加茂市の地域おこし協力隊から、ご自身が取り組んでいる事業のお話など
を聞くコーナーです。
　今回は、着任して約 1年になる阿部駿さんにお話を伺いました。

　移住促進の活動をしています。具体的には、加茂市への移住を検討している方へ加茂市の施設を
巡って暮らしを体験してもらったり、東京で開催される移住フェアに出展し移住相談を行ったりし
ています。また、加茂市移住定住サイトや SNSを活用し、加茂市のイベント情報を発信しています。

地域おこし協力隊だより③

1、活動について

　東京で開催された移住フェアに参加したことです。全国から約 390
もの自治体・団体が集まるイベントで、「地方移住」への関心が高まっ
ていることや、加茂市の移住促進のためにはライバルの市町村が多いこ
とを実感しました。

2、今までの活動の中で印象に残っている事

　東京での移住フェアでお話した方が加茂市に興味を持ってくれて、後日、移住体験ツアーに申込
みをしてくれた時はとてもやりがいを感じます。これからも一人でも多くの方に加茂市の魅力を伝
え、移住へのハードルを下げていきたいです。

３、協力隊の活動の中でやりがいを感じている事

　私は加茂市出身なので昔から知っていますが、改めて自然に恵まれた環境で、人柄が穏やかで優
しい方が多いのでホッと安心できるまちだと思います。

４、加茂市の印象について

　移住を考えている方への情報提供や加茂市の魅力を引き続き発信していきます。また、4 月から
は「加茂市観光協会」の事務局長に就任しますので、観光の分野でも加茂市をアピールして多くの
方に加茂市の魅力を発信していきたいと思います。

５、今後の活動について

問い合わせ　総務課政策推進室（☎内線 354）

加茂市移住定住サイト

政策推進室
インスタグラム

加茂市出身の阿部駿さん
（元旅行会社勤務）
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愛
の
献
血
・
命
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ド
ナ
ー
登
録

愛の献血　血液という「いのちを救う贈り物」
皆様の温かいご協力を心からお待ちしています

　血液は長期保存できず、また人工的に造ることもできません。
　安全かつ有効な輸血を行うためには、皆様から献血していただくことが必要です。
■献血を行うことができる間隔
　400mL献血の場合、男性は12週間後、女性は16週間後の同じ曜日から献血できます。
　※体重50㎏未満の初回献血者と採血基準上400mL献血ができない16歳男性、16～17歳女性には
200mL献血をお願いしています。（体重50㎏未満の初回献血者には、次回以降、献血ルームで成分献
血にご協力をお願いします）

　日本赤十字社では、献血される人の健康を考慮し、年間（52週）の総献血量（全血）を
男性は1,200mL以内、女性は800mL以内と定めています。年間総献血量の範囲内でご協
力をお願いします。
　令和6年度の加茂市の献血日程につきましては、その都度、広報でお知らせします。
問い合わせ　健康福祉課健康づくり係（☎内線162）、新潟県赤十字血液センター（☎0120－788－
224) 

命のボランティア、ドナー登録
　骨髄移植は、白血病などの血液難病に有効な治療法で
す。骨髄移植を成功させるためには、患者さんと骨髄を提
供してくださる方（ドナー）の白血球の型（HLA型）が
一致しなければならず、その確率は、兄弟姉妹間では4人
に1人、それ以外では数百から数万分の1です。そのた
め、多くの方のドナー登録が必要です。市では骨髄提供さ
れた方への助成制度があります。
■ドナー登録をするには
登録日　毎月第1・3水曜日の午前9時～11時（要事前予
約）
予約・登録窓口　三条保健所（三条市興野1－13－45、
☎36－2362）
※当日の所要時間は約30分、骨髄バンクの概要や骨髄提
供の流れなどを説明し、登録申込書に記入していただき約
2mLの採血を行います。献血ルーム千秋、献血ルームばん
だいゆとりろでも登録できます。
■ドナー登録できる人　「骨髄提供の内容を十分に理解」
「18才以上、54才以下で健康状態が良好な人」「体重が男
性45kg以上、女性40kg以上」の条件をすべて
満たす人です。骨髄バンクについて詳しくは
（公財）日本骨髄バンク（☎03－5280－
1789）へ。
問い合わせ　健康福祉課健康づくり係（☎内線166）

受動喫煙を防止しましょう！
●受動喫煙とは
　自分の意志とは関係な
く、他人の喫煙によるたば
この煙にさらされることで
す。
●受動喫煙による健康リスク
　受動喫煙による健康被害には個人差が
ありますが、虚血性心疾患、脳卒中、肺
がんなど様々な病気のリスクが高くなり
ます。
●受動喫煙対策の強化
　法律が改正され、令和2年
4月から公共施設だけでなく
事務所でも受動喫煙対策が強
化されています。詳しくは市
のホームページをご覧ください。
●公共の場所でのたばこについてお願い
歩きたばこはしない。周囲に人がいる

場所では喫煙を控える。子供や妊婦、病
気の人がいる時は喫煙しない。市民の皆
様のご協力をお願いいたします。
問い合わせ　健康福祉課健康づくり係
（☎内線165）

ホームページ

ホームページ

ホームページ
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。
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帳
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「世界自閉症啓発デー」
駅前広場モニュメント　ライトアップ
　4月2日は、国連が定める「世界自閉症啓発
デー」です。市では「希望」を意味する、自閉症・
発達障がい啓発のシンボルカラーのブルーライト
アップを実施します。
日　時　4月2日（火） 午後5時30分～9時30分
場　所　加茂駅前広場

「発達障がい啓発週間」アート展
　4月2日から8日は、厚生労働省が定める「発達障
がい啓発週間」です。加茂市自立支援協議会の啓発
プロジェクトとして、自閉症の人たちのアート作品
等を展示します。
日　時　3月29日（金）～4月15日（月）平日午前
8時30分～午後5時、土曜日午前8時30分～正午
場　所　市役所1階 ロビー

問い合わせ 健康福祉課障がい支援係（☎内線177）
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に
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）
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ま
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申し込み
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　加茂市の地域おこし協力隊から、ご自身が取り組んでいる事業のお話など
を聞くコーナーです。
　今回は、着任して約 1年になる阿部駿さんにお話を伺いました。

　移住促進の活動をしています。具体的には、加茂市への移住を検討している方へ加茂市の施設を
巡って暮らしを体験してもらったり、東京で開催される移住フェアに出展し移住相談を行ったりし
ています。また、加茂市移住定住サイトや SNSを活用し、加茂市のイベント情報を発信しています。

地域おこし協力隊だより③

1、活動について

　東京で開催された移住フェアに参加したことです。全国から約 390
もの自治体・団体が集まるイベントで、「地方移住」への関心が高まっ
ていることや、加茂市の移住促進のためにはライバルの市町村が多いこ
とを実感しました。

2、今までの活動の中で印象に残っている事

　東京での移住フェアでお話した方が加茂市に興味を持ってくれて、後日、移住体験ツアーに申込
みをしてくれた時はとてもやりがいを感じます。これからも一人でも多くの方に加茂市の魅力を伝
え、移住へのハードルを下げていきたいです。

３、協力隊の活動の中でやりがいを感じている事

　私は加茂市出身なので昔から知っていますが、改めて自然に恵まれた環境で、人柄が穏やかで優
しい方が多いのでホッと安心できるまちだと思います。

４、加茂市の印象について

　移住を考えている方への情報提供や加茂市の魅力を引き続き発信していきます。また、4 月から
は「加茂市観光協会」の事務局長に就任しますので、観光の分野でも加茂市をアピールして多くの
方に加茂市の魅力を発信していきたいと思います。

５、今後の活動について

問い合わせ　総務課政策推進室（☎内線 354）

加茂市移住定住サイト

政策推進室
インスタグラム

加茂市出身の阿部駿さん
（元旅行会社勤務）
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愛の献血　血液という「いのちを救う贈り物」
皆様の温かいご協力を心からお待ちしています

　血液は長期保存できず、また人工的に造ることもできません。
　安全かつ有効な輸血を行うためには、皆様から献血していただくことが必要です。
■献血を行うことができる間隔
　400mL献血の場合、男性は12週間後、女性は16週間後の同じ曜日から献血できます。
　※体重50㎏未満の初回献血者と採血基準上400mL献血ができない16歳男性、16～17歳女性には
200mL献血をお願いしています。（体重50㎏未満の初回献血者には、次回以降、献血ルームで成分献
血にご協力をお願いします）

　日本赤十字社では、献血される人の健康を考慮し、年間（52週）の総献血量（全血）を
男性は1,200mL以内、女性は800mL以内と定めています。年間総献血量の範囲内でご協
力をお願いします。
　令和6年度の加茂市の献血日程につきましては、その都度、広報でお知らせします。
問い合わせ　健康福祉課健康づくり係（☎内線162）、新潟県赤十字血液センター（☎0120－788－
224) 

命のボランティア、ドナー登録
　骨髄移植は、白血病などの血液難病に有効な治療法で
す。骨髄移植を成功させるためには、患者さんと骨髄を提
供してくださる方（ドナー）の白血球の型（HLA型）が
一致しなければならず、その確率は、兄弟姉妹間では4人
に1人、それ以外では数百から数万分の1です。そのた
め、多くの方のドナー登録が必要です。市では骨髄提供さ
れた方への助成制度があります。
■ドナー登録をするには
登録日　毎月第1・3水曜日の午前9時～11時（要事前予
約）
予約・登録窓口　三条保健所（三条市興野1－13－45、
☎36－2362）
※当日の所要時間は約30分、骨髄バンクの概要や骨髄提
供の流れなどを説明し、登録申込書に記入していただき約
2mLの採血を行います。献血ルーム千秋、献血ルームばん
だいゆとりろでも登録できます。
■ドナー登録できる人　「骨髄提供の内容を十分に理解」
「18才以上、54才以下で健康状態が良好な人」「体重が男
性45kg以上、女性40kg以上」の条件をすべて
満たす人です。骨髄バンクについて詳しくは
（公財）日本骨髄バンク（☎03－5280－
1789）へ。
問い合わせ　健康福祉課健康づくり係（☎内線166）

受動喫煙を防止しましょう！
●受動喫煙とは
　自分の意志とは関係な
く、他人の喫煙によるたば
この煙にさらされることで
す。
●受動喫煙による健康リスク
　受動喫煙による健康被害には個人差が
ありますが、虚血性心疾患、脳卒中、肺
がんなど様々な病気のリスクが高くなり
ます。
●受動喫煙対策の強化
　法律が改正され、令和2年
4月から公共施設だけでなく
事務所でも受動喫煙対策が強
化されています。詳しくは市
のホームページをご覧ください。
●公共の場所でのたばこについてお願い
歩きたばこはしない。周囲に人がいる

場所では喫煙を控える。子供や妊婦、病
気の人がいる時は喫煙しない。市民の皆
様のご協力をお願いいたします。
問い合わせ　健康福祉課健康づくり係
（☎内線165）

ホームページ

ホームページ

ホームページ



広報かも　No.813　6．3．15　　 1413　　 広報かも　No.813　6．3．15

加
茂
の
風
土
記
・
あ
り
が
と
う
（
寄
附
）

　
こ
こ
に
紹
介
す
る
「
粟
生
田
」
と
記

さ
れ
た
墨
書
土
器
（
写
真
１
）
は
令
和

三
年
に
行
わ
れ
た
下
条
字
福
島
の
花
立

遺
跡
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
。
文
字

は
平
安
時
代
、
九
世
紀
頃
の
須
恵
器
無

台
杯
底
部
に
墨
書
さ
れ
、「
粟
生
田
」

の
ほ
か
に
「
下
粟
生
田
家
」・「
寺
粟
」

な
ど
、「
粟
生
田
」
と
関
連
す
る
も
の

が
数
点
あ
る
。

　「
粟
生
田
」
は
（
あ
お
う
だ・あ
お
だ
）

と
読
め
る
も
の
で
、
三
条
市
の
保
内
地

区
に
中
世
の
こ
ろ
に
あ
っ
た
村
の
名
前

と
同
じ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
史
料
上
で
こ
の
粟
生
田
を
確
認
で
き

る
の
は
、南
北
朝
時
代
の
元
弘
四
年
（
一

三
三
四
）
の
実
廉
申
状
に
見
え
る
「
実

廉
所
領
同
国
粟
生
田

保
」
が
初
見
で
あ
る
。

実
廉
と
は
鎌
倉
時
代
後

期
か
ら
南
北
朝
時
代
に

か
け
て
の
公
家
で
、
阿

野
実
廉
の
こ
と
。
越
後

国
粟
生
田
保
は
阿
野
実

廉
の
所
領
で
あ
っ
た
。

保
と
は
公
領
の
こ
と
。

加
茂
市
へ

▼
三
条
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
馬
場
倶
楽
部
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
馬
場
氏
伝
記
絵
本

「
う
え
を
む
い
て
あ
る
こ
う
」　

10
冊

花
立
遺
跡
の「
粟
生
田
」墨
書
土
器

写真1 花立遺跡出土「粟生田」墨書土器

図1 粟生田保の推定範囲〔三条市1983〕に加筆して転載
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子育て支援センター　お問い合わせ
乳幼児あそびの広場 神明町２丁目６番27号　☎0256-57-0341

・時　間　午前９時～午後５時
（★の日は事業のため、一般利用
午後１時から）

・休館日　12／29～1／3

最新の情報は市ホームページをご覧になるか、事前にお問い合わせください。

　昨年11月にリニューアルした『ぴよぴよカフェ+』☕
毎週水曜日に乳幼児あそびの広場又は、母子健康センター
2階のどちらかで開催しています♪
予約不要で、時間は9：30～12：00です。時間内であれ
ば、いつでもカフェを楽しむことができます。お家の方が
リラックスできるように色々な飲み物を用意しています♪
気軽に遊びに来てください♡お待ちしています❤

ひ
ろ
ば
つ
う
し
ん

4月・5月の予定

市内に２か所ある広場のイベントなどについてご紹介します。

乳幼児
あそびの
広場

母子健康
センター
2F

通年　10：00～17：00（閉館まで）

通年　10：00～17：00（閉館まで）
通年　10：00～17：00（閉館まで）

ぴよぴよカフェ+

ぴよぴよカフェ+

にこにこおえかきタイム

にこにこおえかきタイム

身体計測・健康相談

保健師さんに話してみよう、聞いてみよう

子育てスキルアップ講座
（要予約、10組）

※お子さんと一緒に参加できます

ベビーマッサージ
（要予約）　先着5組程度

対象：生後6か月までの乳児と保護者

ぴよぴよハッピーバースデー

スペシャルお楽しみデー

体重を測れる日

にこにこアート
『手形アート』

イベント 日 時・内 容 場 所

0歳児からの～絵本のへや～

あそびの広場HP

（市役所敷地内）
・休館日 土、日
　祝日

（図書館隣り）

健幸スマイルスタジオ

4月10日(水)・24日(水)・5月8日(水)・15日(水) 9：30～12：00

4月23日(火)・5月28日(火) (受付)9：30～10：30

4月19日(金)・5月17日(金) 　10：30～10：50
★5月(日程調整中)　10：15～10：45
　テーマ：「子どもの食事」
　講　師：こども未来課　管理栄養士　鈴木良美さん

★5月30日(木)10：00～11：30
　講師：助産師　横野　朋恵さん

4月15日(月)・5月13日(月)　10：30～11：00

毎週火曜日　10：00～11：00
対面教室　★4月17日(水)　★5月16日(木)　10：00～11：30

制作日は、５月を予定しています。
詳しくは、おたより『ぴよぴよ』をご確認ください。

4月3日(水)・17日(水)・5月1日(水)・22日(水)・29日(水)
9：30～12：00

4月4日(木)・5月2日(木)(受付)9：30～11：00

ママだけでなく、パパやおじいちゃん
おばあちゃんのご参加もお待ちしてい
ます！！

みんなでポーズ❤

お家の方同士の会話も
盛り上がっています♪

ぼ
く
し
ょ
ど
き

な
お
え
か
ね
つ
ぐ

　
長
年
皆
様
か
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て
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茂
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風
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記
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き
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花立遺跡

お
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う

【有料広告】

「広報かも」は加茂市
ホームページまたは行政
情報アプリ「マチイロ」
からもご覧になれます。
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愛の献血　血液という「いのちを救う贈り物」
皆様の温かいご協力を心からお待ちしています

　血液は長期保存できず、また人工的に造ることもできません。
　安全かつ有効な輸血を行うためには、皆様から献血していただくことが必要です。
■献血を行うことができる間隔
　400mL献血の場合、男性は12週間後、女性は16週間後の同じ曜日から献血できます。
　※体重50㎏未満の初回献血者と採血基準上400mL献血ができない16歳男性、16～17歳女性には
200mL献血をお願いしています。（体重50㎏未満の初回献血者には、次回以降、献血ルームで成分献
血にご協力をお願いします）

　日本赤十字社では、献血される人の健康を考慮し、年間（52週）の総献血量（全血）を
男性は1,200mL以内、女性は800mL以内と定めています。年間総献血量の範囲内でご協
力をお願いします。
　令和6年度の加茂市の献血日程につきましては、その都度、広報でお知らせします。
問い合わせ　健康福祉課健康づくり係（☎内線162）、新潟県赤十字血液センター（☎0120－788－
224) 

命のボランティア、ドナー登録
　骨髄移植は、白血病などの血液難病に有効な治療法で
す。骨髄移植を成功させるためには、患者さんと骨髄を提
供してくださる方（ドナー）の白血球の型（HLA型）が
一致しなければならず、その確率は、兄弟姉妹間では4人
に1人、それ以外では数百から数万分の1です。そのた
め、多くの方のドナー登録が必要です。市では骨髄提供さ
れた方への助成制度があります。
■ドナー登録をするには
登録日　毎月第1・3水曜日の午前9時～11時（要事前予
約）
予約・登録窓口　三条保健所（三条市興野1－13－45、
☎36－2362）
※当日の所要時間は約30分、骨髄バンクの概要や骨髄提
供の流れなどを説明し、登録申込書に記入していただき約
2mLの採血を行います。献血ルーム千秋、献血ルームばん
だいゆとりろでも登録できます。
■ドナー登録できる人　「骨髄提供の内容を十分に理解」
「18才以上、54才以下で健康状態が良好な人」「体重が男
性45kg以上、女性40kg以上」の条件をすべて
満たす人です。骨髄バンクについて詳しくは
（公財）日本骨髄バンク（☎03－5280－
1789）へ。
問い合わせ　健康福祉課健康づくり係（☎内線166）

受動喫煙を防止しましょう！
●受動喫煙とは
　自分の意志とは関係な
く、他人の喫煙によるたば
この煙にさらされることで
す。
●受動喫煙による健康リスク
　受動喫煙による健康被害には個人差が
ありますが、虚血性心疾患、脳卒中、肺
がんなど様々な病気のリスクが高くなり
ます。
●受動喫煙対策の強化
　法律が改正され、令和2年
4月から公共施設だけでなく
事務所でも受動喫煙対策が強
化されています。詳しくは市
のホームページをご覧ください。
●公共の場所でのたばこについてお願い
歩きたばこはしない。周囲に人がいる

場所では喫煙を控える。子供や妊婦、病
気の人がいる時は喫煙しない。市民の皆
様のご協力をお願いいたします。
問い合わせ　健康福祉課健康づくり係
（☎内線165）
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か
ら

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
馬
場
氏
伝
記
絵
本

「
う
え
を
む
い
て
あ
る
こ
う
」　

10
冊

花
立
遺
跡
の「
粟
生
田
」墨
書
土
器

写真1 花立遺跡出土「粟生田」墨書土器

図1 粟生田保の推定範囲〔三条市1983〕に加筆して転載

史
料
に
は
三
条
〜
見
附
に
か
け
て
存
在

し
た
大
面
荘
で
起
き
た
争
乱
に
粟
生
田

保
の
地
頭
代
が
い
ち
早
く
駆
け
つ
け
征

討
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
の

上
杉
氏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
検
地
（
土

地
の
測
量
）
を
示
す
直
江
兼
続
黒
印
状

に
蒲
原
郡
保
内
は
、
宮
之
浦
村
・
粟
生

田
村
・
二
山
村
・
本
所
村
・
柳
沢
村
・
牛
ヶ

島
村
の
六
ゕ
村
だ
と
記
さ
れ
る
。
こ
の

保
内
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
持
つ
地
域

が
、
粟
生
田
保
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

き
た
（
図
１
）。

　
し
か
し
、
こ
の
墨
書
土
器
の
出
土
に

よ
っ
て
、
粟
生
田
保
の
範
囲
が
加
茂
市

の
福
島
地
内
ま
で
拡
が
っ
て
い
た
可
能

性
が
示
さ
れ
、
同
時
に
地
名
の
起
源
が

約
五
百
年
遡
及
す
る
こ
と
も
明
ら
か
と

な
っ
た
。
な
お
、「
下
粟
生
田
家
」
の

下
か
ら
は
上
と
つ
く
地
名
、
家
は
何
ら

か
の
施
設
（
建
物
）
の
存
在
を
示
唆
す

る
こ
と
か
ら
、
周
辺
の
遺
跡
で
出
土
し

て
い
る
文
字
資
料
や
建
物
な
ど
を
合
わ

せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　「
粟
生
田
」
関
連
の
墨
書
土
器
は
古

代
〜
中
世
、
そ
し
て
現
代
ま
で
を
結
ぶ

貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
秀
和
）

す

え

き

む

だ
い
つ
き

げ
ん
こ
う

さ
ね
か
ど

ぶ
ん
ろ
く

子育て支援センター　お問い合わせ
乳幼児あそびの広場 神明町２丁目６番27号　☎0256-57-0341

・時　間　午前９時～午後５時
（★の日は事業のため、一般利用
午後１時から）

・休館日　12／29～1／3

最新の情報は市ホームページをご覧になるか、事前にお問い合わせください。

　昨年11月にリニューアルした『ぴよぴよカフェ+』☕
毎週水曜日に乳幼児あそびの広場又は、母子健康センター
2階のどちらかで開催しています♪
予約不要で、時間は9：30～12：00です。時間内であれ
ば、いつでもカフェを楽しむことができます。お家の方が
リラックスできるように色々な飲み物を用意しています♪
気軽に遊びに来てください♡お待ちしています❤

ひ
ろ
ば
つ
う
し
ん

4月・5月の予定

市内に２か所ある広場のイベントなどについてご紹介します。

乳幼児
あそびの
広場

母子健康
センター
2F

通年　10：00～17：00（閉館まで）

通年　10：00～17：00（閉館まで）
通年　10：00～17：00（閉館まで）

ぴよぴよカフェ+

ぴよぴよカフェ+

にこにこおえかきタイム

にこにこおえかきタイム

身体計測・健康相談

保健師さんに話してみよう、聞いてみよう

子育てスキルアップ講座
（要予約、10組）

※お子さんと一緒に参加できます

ベビーマッサージ
（要予約）　先着5組程度

対象：生後6か月までの乳児と保護者

ぴよぴよハッピーバースデー

スペシャルお楽しみデー

体重を測れる日

にこにこアート
『手形アート』

イベント 日 時・内 容 場 所

0歳児からの～絵本のへや～

あそびの広場HP

（市役所敷地内）
・休館日 土、日
　祝日

（図書館隣り）

健幸スマイルスタジオ

4月10日(水)・24日(水)・5月8日(水)・15日(水) 9：30～12：00

4月23日(火)・5月28日(火) (受付)9：30～10：30

4月19日(金)・5月17日(金) 　10：30～10：50
★5月(日程調整中)　10：15～10：45
　テーマ：「子どもの食事」
　講　師：こども未来課　管理栄養士　鈴木良美さん

★5月30日(木)10：00～11：30
　講師：助産師　横野　朋恵さん

4月15日(月)・5月13日(月)　10：30～11：00

毎週火曜日　10：00～11：00
対面教室　★4月17日(水)　★5月16日(木)　10：00～11：30

制作日は、５月を予定しています。
詳しくは、おたより『ぴよぴよ』をご確認ください。

4月3日(水)・17日(水)・5月1日(水)・22日(水)・29日(水)
9：30～12：00

4月4日(木)・5月2日(木)(受付)9：30～11：00

ママだけでなく、パパやおじいちゃん
おばあちゃんのご参加もお待ちしてい
ます！！

みんなでポーズ❤

お家の方同士の会話も
盛り上がっています♪

ぼ
く
し
ょ
ど
き

な
お
え
か
ね
つ
ぐ

　
長
年
皆
様
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
「
加
茂
の
風
土
記
」
で

す
が
、
今
号
を
も
っ
て
最
終
回
と
な
り
ま
す
。
長
き
に
わ
た
り
ご

愛
読
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

花立遺跡

お
お
も
の
し
ょ
う

【有料広告】

「広報かも」は加茂市
ホームページまたは行政
情報アプリ「マチイロ」
からもご覧になれます。

スマホで
広 報 誌
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31
㈰
大安

・レインボーけんこつ体操教室
　　　　　　母子健康センター　10：00～11：30
・補聴器相談　市役所相談室４　11：00～12：00
・定期露店市場
・休館日（ＢＢＣ、文化会館、温水プール）

・けんこう栄養相談会（前日までに健康福祉課健康
　づくり係☎内線165へ要予約）
　　　　　　　　ゆきつばき荘　13：30～16：30
・休館日（ＢＢＣ） 

・古典文学の集い・万葉集
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・休館日（ＢＢＣ） 

・総体フットサル（一般B）
　　　　　勤労者体育センター 8：00から
・定期露店市場
　休日当番医　中村医院
 　　　　 ☎５２－００９５ 　9：00～17：00
・休館日（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・休館日（ＢＢＣ、文化会館、温水プール）

・行政相談　　市役所相談室１　  9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　市役所別棟相談室 9：00～15：00
・須田地区の農業の未来を考える座談会
　　　　　　　　産業センター　19：00～20：30
・休館日（ＢＢＣ、美人の湯）
・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・休館日（ＢＢＣ） 

・特別歴史講演会「日本近代史の中の地震と新潟県
　の人々」　　　　　文化会館　10：00から
・休館日（民俗資料館）

・定期露店市場

・親子運動教室
　　　　　勤労者体育センター　19：00～20：00
・休館日（市立図書館、民俗資料館、各コミセン、
　公民館、市民体育館）

３月・４月

18
仏滅

3月

㈪

・休館日（市立図書館、民俗資料館、中央コミセン
　除く各コミセン、公民館、市民体育館）

・定期露店市場
・休館日（ＢＢＣ）

・加茂山一斉清掃
　　　　　　　加茂山公園一円　 6：30～7：30
・第58回雪椿まつり   
・献花祭　　　　　　青海神社　10：00から
・ゆきつばきマルシェ   
　　　　　　加茂山公園駐車場　17：00～21：00
・オープニングセレモニー   
　　　　　　加茂山公園池の端　18：00から 
・灯し山（ライトアップ）   
　青海神社、加茂山公園池の端　18：30～20：30
・一般映画鑑賞会「天使のいる図書館」
　　　　　　　　　市立図書館　14：00から
・休館日（北コミセン）

・一般映画鑑賞会「天使のいる図書館」
　　　　　　　　　市立図書館　14：00から
・定期露店市場
・休館日（ＢＢＣ、中央コミセン）

・休館日（市立図書館、民俗資料館、中央コミセン
　除く各コミセン、温水プール）
・補聴器相談　市役所相談室４　11：00～12：00

・一般映画鑑賞会「天使のいる図書館」
　　　　　　　　　市立図書館　14：00から
・休館日（公民館・市民体育館、上条コミセン）

1
赤口

4月

㈪

・第58回雪椿まつり
・雪椿杯バレーボール
　　　　　勤労者体育センター 8：45から
・ゆきつばき来福茶席   
　　　　青海神社拝殿・貴賓室 9：30から
・ゆきつばきマルシェ   
　　　　　　加茂山公園駐車場　10：00～15：00
・加茂寄席×雪椿まつり   
 　　　　　山重山の蔵　14：00～20：00
・灯し山（ライトアップ）   
　青海神社、加茂山公園池の端　18：30～20：30
・雪椿まつり展示会　思い出のパネル展
　（～5月5日まで）　メリア3階
・加茂山リス園オープン　　　　10：00～16：00 
休日当番医　田上診療所
 　　　　 ☎５７－５０１５ 　9：00～17：00

・ジュニア期のスキルアップ講座
　　　　　　下条体育センター　  9：00～12：00
・休館日（民俗資料館）
休日当番医　鷲塚内科医院
 　　　　 ☎５２－２０５４ 　9：00～17：00

月 日 休日当番医
休日当番医

☎
3/20（水・祝）

24（日）
にのみや内科クリニック
中村医院
鷲塚内科医院
田上診療所

31（日）
4/7（日）

57－0770
52－0095
52－2054
57－5015

ながば耳鼻咽喉科医院14（日） 53－0751

　春分の日
・休館日（市立図書館、民俗資料館）
　休日当番医　にのみや内科クリニック
 　　　　 ☎５７－０７７０ 　9：00～17：00

いたわりと思いやりの心で　ふれあいの輪をひろげます市民憲章  第 4 条（公共心・公徳心）
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人口のうごき　3月1日現在 世帯　10,100 (+8) 人口　24,484  (-36)　
男　11,948  (-21)　女　12,536  (-15)　（　）内は前月比
（2月異動分）出生3 (男1 女2)　死亡31 (男 21 女 10)　転出38　転入30

【有料広告】

【有料広告】

【有料広告】

ちょこっと SDGsちょこっと SDGs
　話題の「SDGｓ」について、ちょこっと学んでいく
コーナーです。  最終回の第17回目は「実施手段」で
す。

目標１7
「実施手段」

　「グローバル」という言葉には世界的と
いう他に全体的という意味もあります。一
人の頑張りだけではなく、みんなで協力し
て持続可能な社会を実現していくため、
どのような手段があるのかを学び、実践
してみましょう。

参考：外務省ＨＰ
（https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html）

持続可能な開発のための実施手段
を強化し、グローバル・パートナー
シップを活性化する

「広報かも」は令和６年５月から月１回
発行になります
「広報かも」は令和６年５月から月１回
発行になります
「広報かも」は令和６年５月から月１回
発行になります

市ホームページやアプリ
「かも防災・行政ナビ」で
は、広報かもが発行日（15日）にご覧い
ただけます。アプリではこのほか、ハザー
ドマップの確認、気象庁サイト、市内河
川の水位情報や河川カメラの映像を簡単
に見ることができます。
　詳しくは、二次元コードから市ホーム
ページをご覧ください。

ホームページ




